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TOO20914 

変更概要

1G-FEエンジンの新搭載により,トヨタ クラウンハードトップ修理書/追補版(品番62148,1998 年8月発行)の内容に 

整備要領を追加しました。

T0020915 

注意事項

燃料系統脱着時の注意事項

1作業場所を指定し,作業場所以外での作業禁止 

① 風通しの良い場所 

②周囲に火気(溶接機,グラインダー,電動モーター,ストーブ 

など)のない場所 

③気化した燃料が充満するおそれがあるピットなどから離れた 

場所 6 
2 火気使用,火花発生作業の禁止 

① 電気機器の使用禁止 

·原則として,作業灯は使用しない。 

·燃料抜き取りは,電動ポンプおよびポリ容器を使用しない。 

·溶接機,グラインダーおよびドリルなどを使用しない。 

②火花発生作業の禁止 

·火花発生のおそれがある作業(ハンマーの使用など)はしな 

い。

3 静電気の防止および安全への配慮 

① 消火器の準備 

②静電気の防止 

·足元が滑らない程度に,床に水をまく。 

·フューエルチェンジャー,車両,フェーエルタンク問にアー 

ス線を接続する。

③燃料付着ウエスの分別処理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-4 
1G-FEエンジンーエンジン調整 

T0020014 

エンジン調整

準備品

SST 

09248-55040 バルブクリアランスアジャスト

ツールセット

(09248-05410) バルブリフタープレス バルブクリアランス調整用

(09248-05420) バルブリフターストッパー バルブクリアランス調整用

計 器 

09082-00012 トヨタエレクトリカルテスター 各部点検用

09843-18010 タコパルスピックアップワイヤ 回転計接続用

09843-18020 ダイアグノーシスチェックワイヤ ダイアグノーシスコネクター短絡用

09990-00112 O2 センサーチェッカー CO・HC濃度点検用 企

09991-50100 トヨタダイアグノーシスリーダー CO・HC 濃度点検用 

セット

09991-50320 プログラムICカード CO・HC濃度点検用 

エンジンシステム3 

82992-20010 O2 センサーチェッカー ○1センサーチェッカー接続用 

ワイヤ

95506-00013 ベルトテンションゲージ ▽ベルト張力測定用 

(日本電装品番)日本電装(株)扱い 

TBGCG-100 ガソリンコンプレッション 圧縮圧力測定用

ゲージセット (株)バンザイ扱い 
√ TIGCG-100 (株)イヤサカ扱い 
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1G-FEエンジンーエンジン調整 

CO・HCメーター CO・HC濃度点検用 

22201 

直定規,プッシュプルゲージ Vベルトたわみ星測定用 

22102 

マイクロメーター バルブクリアランス調整用

20302 

油脂·その他 

スパークプラグクリーナー スパークプラグ清掃用

54101 

シールパッキンブラック シリンダーヘッドカバー取り付け時塗布用

50902 

6 
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1G-FEエンジンーエンジン調整 

TONOZURI? 

基本点検

1 冷却水点検

2 エンジンオイル点検

3 バッテリー液量,比重点検 

基準比重1.25〜1.27(液温20℃) 

4 エアクリーナーエレメント点検,清掃 

5 スパークプラグ点検 

スパークプラグ型式とギャップ

メーカー 型式 基準値 (mm) 限度(mm) 

ND K16R-U11 1.0~1.1 1.3 

NGK BKR5EYA11 1.0~1.1 1.3 

6 Vベルト張力・たわみ量点検 

たわみ量基準値 (押力10kg) 

基準値 新品取り付け時 点検時

種類 (mm) (mm) 

オルタネーター用 11~13 14~18 

P/Sポンプ用 6~7 7~9 

A/C コンプレッサー用 7~8.5 9~11 
オルタネーター

↓ 張力基準値
ウォーター
ポンプ

基準値 新品取り付け時 点検時

種類 (kg) (kg) 
オルタネーター用 55~65 25~40 

P/Sポンプ用 45~55 20~35 

A/Cコンプレッサー用 55~65 30~40 

P/Sポンプ A/Cコンプレッサー 
(1) ·ベルトのたわみ量は,定められたプーリー間で測定する。 R3056 クランクシャフト A05269 

·新品ベルトに交換するときは、「新品取り付け時」の基準値の 

中央値に調整する。

·5分以上使用したベルトの点検は,「点検時」の基準値で確認 

する。

·5分以上使用したベルトの再組み付けは,「点検時」の基準値 

の中央値に調整する。

〈参考〉 たわみ量基準値,張力基準値のいずれを使用しても良い。 

7 計器取り付け 

(1)一次信号検出タイプの回転は,ダイアグノーシスコネクターに 

タコパルスピックアップワイヤを取り付け,回転計を取り付け 

る。

8 エンジン暖機 

9 タペット異常音点検 

R8289 
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1G-FEエンジンーエンジン調整 

10 点火時期点検、調整 

(1) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ 

スコネクターのTEL←E」端子間を短絡する。 

(株) 短絡位置を間違えると故障の原因になるため,絶対に間違え 
E. 

ない。

T. (2)点火時期を確認する。 

基準値 BTDC 8~12° 

基準値外の場合は,ディストリビューターを動かして基準値の 

中央値に調整する。[oj-23.1 A00592 
(3) Tn→E,端子間を開放する。 

(4)点火時期を確認する。 

BTDC 3°以上 参考値

(5) エンジン回転を上げたとき,点火時期がすみやかに進角するこ 

とを確認する。

(6) 点火時期を調整した場合は,ディストリビューターのセットボ 

ルトを締め付ける。

11 アイドル回転数点検 

( ) 勝 電動ファンがOFFのときに行う。 

(1)アイドル回転数を測定する。 

650~750rpm 基準値

12 インテークマニホールド負圧点検 

430mmHg以上 基準値

13 コンプレッション点検 

基準値 13.0kg/㎤(250rpm) 

限度 10.0kg/㎤(250rpm) 

気筒差限度 1.0kg/cm 

14 CO・HC濃度点検 

基準値 CO 濃度 1.0%以下 

HC 濃度 800m以下 

TOOZ6918 

Vベルト張力·たわみ量調整 

1 オルタネーター用ベルト張力調整

(1) 固定用ボルトA,Bをゆるめる。 

(2) アジャスティングボルトCを回して張力を調整する。 A 

(3) ボルト A, B を締め付ける。 

T=600kg:cm (ボルトA) 

T=185kg·cm (ボルト B) 

(4)ベルトの張力またはたわみ量を確認する。 B 
A0530S 

2 P/Sポンプ用ベルト張力調整 

(1) 固定用ボルト A, B をゆる。 

(2) ハブナットレンチなどを使用して,シリンダーブロックを支点 

にP/Sポンプを押し,固定用ボルトAを締め付ける。 

T=400kg·cm 

(3) 固定用ボルトBを締め付ける。 

T=590kg·cm A 

(4)ベルトの張力またはたわみ量を確認する。 
B 

R1335 
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1G-FEエンジンーエンジン調整 

3 A/C コンプレッサー用ベルト張力調整 

(1) 固定用ナットAをゆるめる。 

(2) アジャスティングボルトBを回して張力を調整する。 B 
(3) 固定用ナットAを締め付ける。 

T=400kg·cm 

(4) ベルトの張力またはたわみ量を確認する。 

R1336 

TOC26819 
バルブクリアランス点検·調整 

機・労工場 バルブクリアランスの点検·調整は冷間時に行う。 

1 バッテリー(ターミナル取りはずし 

2 エアクリーナーホースNo1取りはずし 

3 インテークエアコネクター取りはずし

(1)ベンチレーションホース2本を取りはずす。 

(2) ボルト4本をはずし,ガスケットとともにインテークエアコネ 

クターを車両右側へずらして取りはずす。
A05307 

4 アクセルレーターケーブル取りはずし

5 スロットルケーブル取りはずし

6 レジスティブコード取りはずし

7 P/Sアイドルアップ用エアホース取りはずし 

8 シリンダーヘッドカバー取りはずし

(1) ボルト2本をはずし,エアパイプを取りはずす。 

(2) シールワッシャーおよびボルト6本,ナット2個をはずし,シリ 

ンダーヘッドカパーをガスケットとともに取りはずす。

9 バルブクリアランス点検

(1) カムシャフトベアリングキャップを規定トルクで締め付ける。 

T=150kg・cm 

(2) クランクシャフトを正回転させ,Na1シリンダーを圧縮上死点 

にセットする。

(3) 図の箇所のバルブクリアランスを測定する。 

No.1シリンダー圧縮上死点 基準値 1N 0.15~0.25mm(冷間時) 

EX 0.25~0.35mm(冷間時) 
No1 No5 

基準値外の場合はクリアランスを測定し,記録する。 1 

EX 
14 

IN 

No1 No4 

R2650 
A08073 
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1G-FEエンジンーエンジン調整 

(4) クランクシャフトを正回転方向に240°回転させ,No 3 シリン 

No.3シリンダー圧縮上死点 ダーを圧縮上死点にする。

(5)図の箇所のバルブクリアランスを確認する。 No3 No.6 

基準値外の場合はクリアランスを測定し,記録する。 23 

EX 
11 

IN 

No3 No5 

R2651 A08074 

(6) クランクシャフトを正回転方向にさらに240°回転させ, No 2 2 シ 
No. 2 シダー圧縮上死点 

リンダーを圧縮上死点にする。

(7) 図の箇所のバルブクリアランスを確認する。 No4 No2 

基準値外の場合はクリアランスを測定し,記録する。 
EX 
KI 

IN 

No2 16 

R2652 A03075 

10 バルブクリアランス調整 

SST A 09248-05410 
SST 

SST B 09248-05420 

(1) クランクシャフトを正回転させ,バルブクリアランス調整箇所 

のカムノーズを真上に向ける。

バルブリフターの切り欠きをカムシャフトの軸に対して直角方(2) 

向にセットする。

(3) 図のようにカムシャフトをSST Aではさむ。 

〈参考〉・No.6シリンダーリヤ側は,カムシャフトの溝部分をSST A 
A05312 

ではさむ。

·Na3およびNo4シリンダーのN側はスロットルボデーに干 

渉するのでSSTAは内側からはさむ。 

(4) SST Aを握りながら前方へ押し出し,バルブリフターを押し 

下げる。

SST A 

A05452 
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1G-FE エンジンーエンジン調整 

(5) SST Bをシリンダーヘッド内側からバルブリフターの上に 

sST セットし,SST Aをはずしてバルブリフターを押し下げた状 A 

態に保持する。
SST 日

教育嘛 No1シリンダーフロント側およびNo6シリンダーリヤ側には 

SST Bの9の刻印側,前記以外には7の刻印側を入れる。 
SST A 

SST p 

A05453 

〈参考〉 SST Bは図のようにシリンダーヘッド内側から少し斜めに 

セットする。

EX 様 

SSTB 

IN 係 

A01919 

(6)バルブリフターの切り欠きから(薄刃ドライバーを差し込み。 

アジャスティングシムを持ち上げ,マグネットを使用して取り 

はずす。SST B 

〈参考〉 シムはシリンダーヘッド内側へ取りはずす。

(7) アジャスティングシムを選択する。 

選択シム=取りはずしたシム厚さ+(測定バルブクリアランス 

ー基準バルブクリアランス) 

〈参考) シムは2.00〜3.30㎜の範囲で0.05㎜ごとに27種類の補給が 

ある。
A07997 

(8) 選択したアジャスティングシムを取り付けた後,SST Aを使 

用してバルブリフターを押し下げた状態でSST Bをはずす。 SST 

(9) SST A を取りはずし,バルブクリアランスを確認する。 SST B 

A05454 

11 シリンダーヘッドカバー取り付け 

(1)カバーおよびシリンダーヘッドの取り付け面を脱脂する。 

(2) セミサーキュラープラグおよびカムシャフトベアリングキャッ 

プNo1のコーナー部にシールパッキンブラックを塗布し,5分 

以内にガスケットを介してシリンダーヘッドカバーを取り付け

る。

シールバッキンプラック塗布箇所 R1445 
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1G-FEエンジンーエンジン調整 

(3) シールワッシャーを介してボルト6本およびナット2個を均等 

に締め付ける。

T=65kg·cm 

赤碕等 取り付け後,2時間以内はエンジンを始動しないで放置する。 

(4)ボルト2本でエアパイプを取り付ける。 

P/Sアイドルアップ用エアホース取り付け 12 

レジスティブコード取り付け13 

14 スロットルケーブル取り付け

15 アクセルレーターケーブル取り付け

インテークエアコネクター取り付け16 

(1) クランプに合わせ,ガスケットを介してボルト4本でインテー 

クエアコネクターを取り付ける。

T=65kg-cm 

(2) ベンチレーションホース2本を取り付ける。 

17 エアクリーナーホースNo1取り付け 

18 バッテリー(ターミナル取り付け 
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TO0200020 

CO・HC 濃度点検 

〈参考〉 エンジンコントロールコンピューターにより空燃比が補償さ

れているため調整の必要はない。

1基本点検 

(「エンジン調整」-「基本点検」参照) 

2 CO・HC 濃度点検 

O2センサーチェッカーによる点検 

(1) ダイアグノーシスコネクターにO2センサーチェッカーワイヤを 

取り付け,O2センサーチェッカーを取り付ける。 

(2) エンジン回転を2500rpmで約2分間保持し,O2センサーを暖機 

0 0 0 する。

(3) O2センサーチェッカーワイヤのコネクター(TEL→E,端子間)を 
コネクター短絡

短絡する。R8295 

(4) エンジン回転を2500rpmで保持し,O2センサーチェッカーの切 
O2 SERSOR CoVCHICIR 

り換えスイッチをOx1·Vs1側へ,ロータリースイッチをV。 

位置にして,指針が0〜5V間で振れることを確認する。また, * 
V 

Oxランプの点滅回数を測定する。(フィードバックの確認) 

日 基準 10秒間に8回以上指針が振れる 0 0 

10秒間に8回以上0.ランプが点滅する 0.2 cli 難

S SBT ** 

✓ 

ar. · VE 

R3296 

(5) コネクター(Tu←E、端子間)を開放する。 

(6) アイドル回転でOxランプが点滅していることを確認して,V. 

電圧を測定する。

基準値 1.8~3.2V 

(7) エンジン回転を2500rpmで約2分間保持した後,アイドル回転 

でCO・HC濃度を測定する。 

基準値 CO 濃度 1.0%以下 

HC濃度 800㎜以下 

総務省令和 ・O2センサーが冷えてしまうため,(3)以降の作業は短時間で行 

う。

·測定中はO2センサーチェッカーのOxランプが点滅している 

ことを確認する。Oxランプの点滅が停止した場合は,(2)の作 

業から繰り返す。
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トヨタエレクトリカルテスターによる点検

·内部抵抗の小さいサーキットテスターを使用すると正しく電 11 

圧が表示されないため, トヨタエレクトリカルテスター以外 

のテスターを使用する場合は,内部抵抗40kΩ/V以上のも 

のを使用する。

·ダイアグノーシスコネクターの接続位置を間違えると故障の 

原因となるため,絶対に間違えない。 

(1) ダイアグノーシスコネクターのVr1 端子にテスターの(P) E, 

端子にテスターの一端子を接続する。

トヨタエレクトリカルテスターのロータリースイッチを20V レ (2) 

ンジにする。
E, 

エンジン回転を2500rpmで約2分間保持し,O2センサーを暖機 (3) 

T. する。

ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ Vr. (4) 

スコネクターのTE→E端子間を短絡する。 

(5) エンジン回転を2500rpmで保持し,トコタエレクトリカルテス loj-23-1 A01128 
ターの指示が0~5V間で変化することを確認する。(フィード 

バックの確認) 

基 準 10秒間に8回以上変化する 

(6) Tri→E,端子間を開放する。 

(7) アイドル回転でトヨタエレクトリカルテスターの指示(Vr電圧) 

を測定する。

基準値 1.8~3.2V 

(8) エンジン回転を2500rpmで約2分間保持した後,アイドル回転 

でCO・HC濃度を測定する。 

基準値 CO 濃度 1.0%以下 

HC 濃度 800 以下 

(9) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ 

スコネクターのTE→E1端子間を短絡し,エンジン回転を2500 

rpmで保持して,トヨタエレクトリカルテスターの指示がただ 

ちに0~5V間で変化することを確認する。(フィードバックの 

確認) 

谷村 倖 ・O2センサーが冷えてしまうため,(4)以降の作業は短時間で行 

う。

·テスターの指示が変化していない場合は,(3)の作業から繰り 

返す。

(10) TE、端子間を開放する。 
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トヨタダイアグノーシスリーダーによる点検

(1) ダイアグノーシスコネクターにトヨタダイアグノーシスリー 

ダーを接続する。

(2) エンジンを始動する。 

〈参考〉 図の両面がそれぞれ約1秒ずつ表示した後,「システムコード 

1234567890 ABCDEF セット両面」に移る。

GHIJKLMNOPQRSTUV 

(約1秒間表示) 

ICカード エンジン3 
09991-50320 

(約1秒間表示) 

A05579 

(3) エンジンシステムコード“818”を入力する。 

(1) エンジンシステムコードは草種·エンジン別におのおの設定 

しているため,必ず指定のコードを入力する。 

〈参考〉 ·例えばコード“4EC”を入力する場合は,次の操作手順で行 システムコード セット △▽▷ 
セットコ〝○ヲオス 800 う。

①△またはマスイッチの操作により点滅している左の桁を 
エンジンシステム
コード入力

“4”にする。 

② ▷スイッチを押して点滅している桁を巾央に移動させ,△ま 

たは▽スイッチの操作により点滅している巾央の桁を“E 
X8387 

にする。

③ ▷スイッチを押して点滅している桁を右に移動させ,△また 

は▽スイッチの操作により点滅している右の桁を“C”にす 

る。

④ コード“4 と設定後,○スイッチを押してコードス力を 

終了する。

·コード入力後,図の「メッセージ画面」が約2秒間表示した 

後,「ダイアグノーシスコードチェック画面」に移る。 

チェック ナイヨウ センタク

△▽デ センタクゴ ○ヲオス 

(約2秒間表示) 

X8383 
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(4)「メッセージ画面」から自動的に「グイアグノーシスコード 
1. タ イアク ノーシスコード 

チェック両面」になるので,▽スイッチ操作により「VFデンア 
○シッコウ チェック

ッチェック両面」を選択する。

エンジンコンピューターデータを出力しない車種は,「エンジ 〈参考〉

データ2. エンジ ECU ンコンピューターデータチェック両面」を表示しない。

○シ ッコウ チェック

寶

3. VFデ ンアツ チェック 

○ジッコウ 
R8395 

(5) ○スイッチを押して,「Ox1・A/F1選択画面」を表示させる。 

■0×1 

A/F1 

A07012 

(6) ○スイッチを押して,「Ox1 画面」を表示させる。 

〈参考〉 バーグラフの園1個で0.5V を表す。 

(7) エンジン回転を2500rpmで約2分間保持し,O2センサーを授機 数値表示

↓ する。

0 ×1 5.00V (8) トヨタダイアグノーシスリーダーの表示電圧が0~5V 間で変 

酸素窒素素爆発一靉一般 化し,表示画面下段のバーグラフも同調して変化することを確 

f 認する。
バーグラフ表示

基 準  10秒間に8回以上変化する 

R8397 

(9) アイドル回転状態にする。 

(10) △スイッチを押して,「Ox1·A/F1選択画面」を表示させる。 
■0×1 

A/F1 
Å 

△ 

5.00V 0 × 1 
15.5.... 

A07013 

(11) ▽スイッチを押して,画面左端の点滅(■)をA/F1の位置に 

する。

0 × 1 
A/F 1 

A07014 
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1G-FE エンジンーエンジン調整 

(12) ○スイッチを押して,「A/F1画面」を表示させV,電圧を測定 

する。

数値表示 基準値 2.5V -
-
 

第二条 O2センサーが冷えてしまうため,(8)以降の作業は短時間で行 
A/F1 2.50V 

う。
藤窪驟雨願

〈参考〉 バーグラフの■1個で0.5Vを表す。 
† 

バーグラフ表示

R8400 

(13) エンジン回転を2500rpmで約2分間保持した後,アイドル回転 

でCO・HC濃度を測定する。 

基準値 CO 濃度 1.0%以下 

HC 濃度 800M以下 

ぐ

TOO20021 

ダッシュポット点検,調整 
内

熱工学級 電気負荷が OFF のときに行う。 

1 基本点検 

(「エンジン調整」-「基本点検」参照) 

2 ダッシュポット点検,調整 

(1) ダッシュポットのロッドにある小穴に溶接枠などを入れ,ロッ 

ドをいっぱいに伸ばしたときのエンジン回転数を点検する。

基準値 1300~2100rpm 
R1338 

基準値外の場合,ロックナットをゆるめストッパーボルトを回 

して基準値の小央値に調整する。

ストッパーボルト

R1339 

TDO20022 

P/Sアイドルアップ装置 

1 P/Sアイドルアップ点検 

(1) アイドル回転でステアリングホイールを直進状態からゆっくり 

据え切りを行ったとき,アイドル回転が不安定にならないこと 

を確認する。
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1G-FEエンジンーエミッションコントロールシステム 

T0020021 

エミッションコントロール

システム

準備品

計 器 

09082-00012 各部点検用トヨタエレクトリカルテスター

09843-18020 ダイアグノーシスチェックワイヤ ダイアグノーシスコネクター短絡用

09990-00112 O2 センサーチェッカー 空燃比補償装置点検用✓ 

09991-50100 トヨタダイアグノーシスリーダー 空燃比補償装置点検用

セット

09991-50320 プログラムICカード 空燃比補償装置点検用

エンジンシステム3 

82992-20010 O2 センサーチェッカー O2センサーチェッカー接続用 

ワイヤ

TB-501 マイティバック チェックバルブ点検用

(株)バンザイ扱い 

HVP-1 (株)イヤサカ扱い 

サウンドスコープ インジェクター作動音確認用

20801 
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TOO20024 

空燃比補償装置

空燃比補償装置機能点検

1基本点検 

(「エンジン調整」一「基木点検」参照) 

2 空燃比補償装置点検 

O2センサーチェッカーによる点検 

(1) ダイアグノーシスコネクターにO2センサーチェッカーワイヤを 

取り付け,O2センサーチェッカーを取り付ける。 

(2) エンジン回転を2500rpmで約2分間保持し,O2センサーを暖機 

0 0 する。

(3) O2センサーチェッカーワイヤのコネクター(TE1→E1端子問)を コネクター短絡

短絡する。
R8295 

(4) エンジン回転を2500rpmで保持し,O2センサーチェッカーの切 
O2 SENGOR O ONCER 

り換えスイッチをOx1・V,1側へ,ロータリースイッチをV, 

* 位置にして,指針が0~5V間で振れることを確認する。また。 V 
Oxランプの点滅回数を測定する。(フィードバックの確認) 

0 基準10秒間に8回以上指針が振れる ○ 0 

10 秒間に8回以上0.ランプが点滅する 11 3x3 ¥2 
ST-9Y 0. 

V 
BAT. *** 

R3295 

(5) コネクター(TE:←E1端子間)を開放する。 

(6) アイドル回転でOxランプが点滅していることを確認して,V, 

電圧を測定する。

基準値 1.8~3.2V 

(株) ·O2センサーが冷えてしまうため,(3)以降の作業は短時間で行 

う。

・測定中はO2センサーチェッカーのOxランプが点渡している 

ことを確認する。Oxランプの点滅が停止した場合は,(2)の作 

業から繰り返す。
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トヨタエレクトリカルテスターによる点検

税金額 ·内部抵抗の小さいサーキットテスターを使用すると正しく電 

圧が表示されないため, トヨタエレクトリカルテスター以外 

のテスターを使用する場合は,内部抵抗40kΩ/V以上のも 

のを使用する。

·ダイアグノーシスコネクターの接続位置を間違えると故障の 

原因となるため,絶対に間違えない。 

(1) ダイアグノーシスコネクターのVF1 端子にテスターの④端子, E, 

端子にテスターの(端子を接続する。 

(2) トヨタエレクトリカルテスターのロータリースイッチを20V レ 

ンジにする。
E1 

(3) ェンジン回転を2500rpmで約2分間保持し,O2センサーを暖機 

Tu する。

(4) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ V. 
スコネクターのTE→E」端子間を短絡する。 

[e]-23-1 (5) エンジン回転を2500rpmで保持し, トヨタエレクトリカルテス 
A01128 

ターの指示が0~5V間で変化することを確認する。(フィード 

バックの確認) 

基 準  10秒間に8回以上変化する 

(6) Te(→E1端子間を開放する。 

(7) アイドル回転でトヨタエレクトリカルテスターの指示(V,電圧) 

を測定する。

基準値 1.8~3.2V 

(8) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ 

スコネクターのTE→E1→E1端を短絡し,エンジン回転を2500 

rpmで保持して,トヨタエレクトリカルテスターの指示がただ 

ちに0~5V間で変化することを確認する。(フィードバックの 

確認) 

参 文献 ・O2センサーが冷えてしまうため,(4)以降の作業は短時間で行 

う。

·テスターの指示が変化していない場合は,(3)の作業から繰り 

返す。

(9)TE2→E、端子間を開放する。 
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トヨタダイアグノーシスリーダーによる点検

(1) ダイアグノーシスコネクターにトヨタダイアグノーシスリー 

ダーを接続する。

(2) エンジンを始動する。 

〈参考〉 図の画面がそれぞれ約1秒ずつ表示した後,「システムコード 

1234567890 ABCDEF セット両面」に移る。

GHIJKLMNOPQRSTUV 
(約1秒間表示) 

エンジンICカード ・3 
09991-50320 

(約1秒間表示) 

A05579 

(3) エンジンシステムコード "818"を入力する。 

(株) エンジンシステムコードは車種·エンジン別におのおの設定 

しているため,必ず指定のコードを入力する。 

(参考) ·例えばコード“4EC”を入力する場合は、次の操作手順で行 
システムコード セット △▽▽< 

800 セットコ〝○ヲオス う。

① △または▽スイッチの操作により点滅している左の桁を 
エンジンシステム

コード入力 “4”にする。 

② ▷スイッチを押して点滅している桁を中央に移動させ,△ま 

たは▽スイッチの操作により点滅している中央の桁を“E” 
X8387 

にする。

③ ▷スイッチを押して点滅している桁を右に移動させ,△また 

は▽スイッチの操作により点滅している右の桁を“C'にす 

る。

④ コード“4 C”と設定後,○スイッチを押してコード入力を 

終了する。

·コード入力後,図の「メッセージ画面」が約2秒間表示した 

後,「ダイアグノーシスコードチェック画面」に移る。 

チェック ナイヨウ センタク

△▽デ センタクゴ ○ ラオス 

(約2 秒間表示) 

X8388 
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(4)「メッセージ両面」から自動的に「ダイアグノーシスコード 
1. ダイアク ノーシスコード 

○ジッコウ 
チェック両面」になるので,▽スイッチ操作により「VFデンア 

チェック
ッチェック両面」を選択する。

〈参考〉 エンジンコンピューターデータを出力しない車種は,「エンジ 

2.エンジン ECU データ ンコンピューターデータチェック画面」を表示しない。

○ジッコウ チェック

3.VFデンアツチェック 

○シベッコウ 
R8395 

(5) ○スイッチを押して,「Ox1·A/F1選択画面」を表示させる。 

■0×1 

A/F 1 

A07012 

(6) ○スイッチを押して,「Ox1画面」を表示させる。 

〈参考〉バーグラフの瞳1個で0.5Vを表す。 

(7) エンジン回転を2500rpmで約2分間保持し,O2センサーを暖機 数値表示-
-
-
 する。

5.00V 0 × 1 (8) トヨタダイアグノーシスリーダーの表示電圧が0~5V間で変 
※※※※※※※※※※ 

化し,表示画面下段のバーグラフも同調して変化することを確 

- 認する。
バーグラフ表示

基準 10秒間に8回以上変化する 

R8397 

(9)アイドル回転状態にする。 

(10) △スイッチを押して,「Ox1·A/F1選択画面」を表示させる。 ■0×1 

A/F 1 

△ 

0 × 1 5.00V 
一般開発開発機器(1) 隠

A07013 

(11) ▽スイッチを押して,画面左端の点滅(■)をA/F1の位置に 

する。

0 × 1 
A/F 1 

A07014 
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(12 ○スイッチを押して,「A/F1画面」を表示させV,電圧を測定 

する。

数値表示 基準値 2.5V 
- 

(株) O2センサーが冷えてしまうため,(8)以降の作業は短時間で行 

A/F1 2.50V 
う。

商品要種類
〈参考〉 バーグラフの園1個で0.5Vを表す。 

† 
バーグラフ表示

R8400 

T0028025 

点火時期制御装置

点火時期制御装置機能点検

E, 
1基本点検 

T. (「エンジン調整」ー「基本点検」参照) 

2 点火時期制御装置点検 

(1) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ 

loj-23-1 スコネクターのTE→E」端子間を短絡する。 
A00592 

短絡位置を間違えると故障の原因となるため,絶対に間違え (株) 

ない。

(2)点火時期を測定する。 

基準値 BTDC 8〜12° ( 
基準値以外の場合は、ディストリビュターを動かして基準値の

中央値に調整する。

(3) TE1→E」端子間を開放する。 

(4)点火時期を確認する。 

BTDC 3°以上 参考値

(5) エンジン回転を上げたとき,点火時期がすみやかに進角するこ 

とを確認する。

(6) 点火時期を調整した場合は,ディストリビューターのセットボ 

ルトを締め付ける。

(7)アイドル回転数を確認する。 

基準値 650~750rpm 
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TOO20020 

減速時制御装置(フューエルカット装置) 

減速時制御装置機能点検

1 基本点検 

(「エンジン調整」ー「基木点検」参照) 

2 フューエルカット機能点検 

(1) エンジン回転を2500mm以上にする。 

(2)サウンドスコープを使用して,インジェクターの作動音を確認 

A03005 
する。

(3) ) スロットルレバーを離したとき,インジェクターの作動音が一 

瞬止まり,再度作動音がすることを確認する。 

基準値 フューエルカット回転数 1800rpm以上 

復帰回転数 1200~1400rpm 

TOG20027 

触媒過熱警報装置

触媒過熱警報装置機能点検SSSS 
1 触媒過熱警報装置回路点検 

(1) イグニッションスイッチをONにしたとき,排気温ランプが点 

灯することを確認する。

(2)エンジンを始動したとき,排気温ランプが消灯することを確認 

する。R3594 

(3) エンジン回転状態で,ダイアグノーシスチェックワイヤを使用 

してダイアグノーシスコネクターのCCo←E1端子間を短絡した 

とき,排気温ランプが点灯することを確認する。 

E. 

CCo 

loj-23-1 A00594 
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TOO20020 

単体点検

PSW 

スロットルポジションセンサーF2 

D 

1 IDL←E2端子間導通点検 

(1) スロットルレバーとスロットルストップスクリュー間にシック 

ネスゲージをはさみ,IDL↔E2端子間の導通の有無を確認す 

る。

基準値 0.5mm 導通あり 
A02837 A03063 

1.0mm 導通なし 

基準値外の場合は調整する。

( 

排気温センサー

1 抵抗点検 

(1)ガスコンロなどでセンサー先端から約40mmの間を炎の小央に入 

れ,赤熱するまで加熱する。 

(2)ガスコンロを消し,コネクター端子間の抵抗値を測定する。 

基 準 時間の経過に伴って抵抗値が大きくなる

(株) 赤熱したセンサーは約15分以上経過しないと常温に戻らな 
0 ○ 

いので手を触れない。

〈参考〉 0.38〜0.48kΩ(900°C),100kΩ以上(常温) 

R5774 

VSV(キャニスターパージ用) 

1 抵抗点検 

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,端子間の抵抗を測 

定する。

30~330(20°C) 基準値

2 通気点検 

(1)端子間にバッテリー電圧をかけて,通気の有無を確認する。 

基準 通電時 通気あり
A02901 

非通電時 通気なし 

チェックバルブ(キャニスターパージ用) 

1 気密および通気点検 

(1) 青色のポート側にマイティバックを接続し500㎜Hgの負圧をか 

けたとき,指針が下がらないことを確認する。 

(2) 黒色のポート側にマイティバックの接続を変え,負圧をかけた 

とき,抵抗なく通気することを確認する。 

黒色
青色

F3588 A00437 
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T0026920 

EFI システム 

準備品

SST 

09268-41045 インジェクションメジャーリング1 

ツールセット(1) 
--- 

1 
8 00 

(09268-41090) ユニオンNo7 インジェクター点検用

1 

(90405-09015) ユニオンNo1 インジェクター点検用

3 

(90467-13001) ) クリップ インジェクター点検用

(95336-08070) インジェクター点検用ホース

09631-22020 パワーステアリングホースナット フューエルポンプ脱着用

レンチセット フューエルタンク脱着用

09816-30010 オイルプレッシャースイッチ ノックセンサー脱着用

ソケット

計 器 

09082-00012 トヨタエレクトリカルテスター 各部点検用

(09083-00060) ミニテストリード エンジンコントロールコンピューター点検用

09842-30070 EFI インスペクションワイヤF インジェクター点検用

09843-18020 ダイアグノーシスチェックワイヤ ダイアグノーシスコネクター短絡用

09991-50100 トヨタダイアグノーシスリーダー ダイアグノーシスコード点検用

セット
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09991-50320 プログラム Cカード ダイアグノーシスコード点検用

エンジンシステム3 ¥243 254D33 

** ********* 

TB-501 マイティバック 各部点検用

(株)バンザイ扱い 

HVP-1 (株)イヤサカ扱い 

TB-707 EFIフェーエルプレッシャー 燃圧点検用

ゲージ (株)バンザイ扱い 

EFI-4T (株)イヤカ扱い 

サウンドスコープ インジェクター作動音確認用

20801 

メスシリンダー インジェクター噴射量点検用

21601 

ストップウォッチ インジェクター噴射量点検用

20001 

オシロスコープ エンジンコントロールコンピューター点検用

20501 

温度計 水温センサー,吸気温センサー点検用 

21701 

油脂·その他 

ガソリン インジェクター点検用

32204 

受け皿 インジェクター点検用

53001 

トヨタ純正ロングライフクーラント 冷却水補充用

32001 

黄ペイント スロットルポジションセンサー封印用

51103 スロットルストップスクリュー封印用

厚紙 スロットルポジションセンサー調整用

52300 

ビニールチューブ インジェクター点検用

52005 
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TOO20050 

トラブルシューティング

(ダイアグノーシス) 

本トラブルシューティングはEFI 装置が起因する項目を主体に 

記載してある。従って,エンジン本体関係が起因する事項は記載 

していない。

第 1 ・燃料系部品の点検,脱着および電気系統部品の脱着を行う場 

合は,ダイアグノーシスコードを読み取った後,バッテリー 

(一)ターミナルを取りはずす。 
F8354 

・燃料経路を切り離す場合は,作業の前に燃料流出防止作業を 

行い,周囲に燃料が飛散しないようウエスなどをあてがう。 

また,組み付け後,燃料漏れ点検を行う。 

・各配線のコネクターをはずす場合は,コネクター本体を持っ 

て行い、絶対に配線を引っ張らない。また,接続時は確実には 

める。

トラブルシューティングの進め方

1 電源点検 

(1)バッテリー電圧を測定する。 

基準値 10~14V(エンジン停止時) 

4,510 バッテリー電圧が低いと「ダイアグノーシスによる点検」に

おいて誤診断のおそれがある。

(2) ベッテリー,ヒューズ,ヒュージブルリンク,ワイヤハーネス, 

コネクター,アースの状態を確認する。 

(1) EFI ヒューズ(20A)またはバッテリーターミナルをはずすと 

コンピューターの記憶データが消去されるので点検が終わる

まではずさない。

2 インジェクター作動音点検 
(1) サウンドスコープを使用して,クランキング時のインジェク 

ター作動音(カチカチ音)がすることを確認する。 

3 燃圧点検 

(1) アイドル回転時,フェーエルメインホースを指先でつまんだと 

き,燃圧が感じられることを確認する。 

A03005 

ダイアグノーシス(ノーマルモード)による点検 

1 チェックエンジンウォーニングランプ点検 

(1) イグニッションスイッチをONにし,チェックエンジンウォー 

ニングランプが点灯することを確認する。

〈参考〉 ランプが点灯しない場合は,ヒューズ切れ,バルブ切れ,配線 

の断線が考えられる。

R0349 
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2 ダイアグノーシスコード読み取り 

チェックエンジンウォーニングランプによる読み取り

(1) スロットルバルブ全閉(IDL接点ON),シフト位置NまたはP 
E. 

レンジ,エアコン OFF にする。 

Tu (2) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ 

スコネクターのTE→E」端子間を短絡する。 

教育学部等 短絡位置を間違えると故障の原因となるため絶対に間違えな

い。1oj-23-1 A00592 

(3) イグニッションスイッチをONにして,チェックエンジン 

ウォーニングランプ点滅回数を読み取る。

〈異常時〉(トラブルコード *13*と "32"を出力する場合) (正常時) 

1フレーム 1フレーム 
以下降り返す

点灯
点灯

消灯 消灯

0.20秒 0.20 秒 4.5 秒 4.5 秒 1.5 秒 2. 5 秒 1.04 秒 
0.52 秒 

A01930 

〈参考〉・コードを表示しない(ランプが点滅しない)場合は,Tu←E, 

端子系の断線,コンピューター不良が考えられる。 

·チェックエンジンウォーニングランプが常時点灯している場 

合は,ワイヤハーネスのショート(かみ込みなど),コン 

ピューター不良が考えられる。

·意味のないコードを出力する場合は、コンピューター不良が 

考えられる。

・1000rpm以上でチェックエンジンウォーニングランプが点 

灯し,コードを山力しない場合は、一度イグニッションス 

イッチをOFFにした後,再点検する。それでもコードを出力 

しない場合は,コンピューター不良が考えられる。 

(4)ダイアグノーシスコード番号を出力した場合は,ダイアグノー 

シスコード一覧表により判断する。
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トヨタダイアグノーシスリーダーによる読み取り

(1) スロットルバルブ全閉(IDL接点ON),シフト位置NまたはP 

レンジ,エアコン OFFにする。 

(2) トヨタダイアグノーシスリーダーを,ダイアグノーシスコネク 

ターに接続する。

(3) イグニッションスイッチをON またはエンジンを始動する。 

〈参考〉 図の両面がそれぞれ約1秒ずつ表示した後,「システムコード 

1234567890 ABCDEF セット画面」に移る。

GHIJKLMNOPQRSTUV 
(約1秒間表示) 

ICカード エンジン 3 
09991-50320 

(約1秒間表示) 

A05579 

(4) エンジンシステムコード"818"を入力する。 

※ 文 等 エンジンシステムコードは車種·エンジン別におのおの設定 

しているため,必ず指定のコードを入力する。 

〈参考〉 ・例えばコード“4EC”を入力する場合は,次の操作手順で行 
システムコード セット △▽D 

800 セットコ ○ヲオス う。

①△または▽スイッチの操作により点滅している左の桁を 
エンジンシステム
コード入力 “4”にする。 

② ▷スイッチを押して点滅している桁を中央に移動させ,△ま 

たは▽スイッチの操作により点滅している巾央の桁を“E”に 
X8387 

する。

③ ▷スイッチを押して点滅している桁を右に移動させ,△また 

は▽スイッチの操作により点滅している右の桁を“C”にす 

る。

④コード“4EC”と設定後,○スイッチを押してコード入力を 

終了する。

·コード入力後,図の「メッセージ両面」が約2秒間表示した 

後,「ダイアグノーシスコードチェック画面」に移る。 

チェック ナイヨウ センタク 
△▽デ センタクゴ ○ ラオス 

(約2秒間表示) 

X8388 
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(5) 「ダイアグノーシスコードチェック画面」を確認後,○スイッチ 

を押して「エンジンシステム選択両面」を表示させる。

1. ダ イアク ノーシスコード 

○シ ッコウ チェック

エンジ ン システム 

○シッコウ 

R8402 

○スイッチを押して,「ノーマルモード·テストモード選択画 (6) 

面」を表示させる。

■ノーマル モート 

テスト モート

( 

R8403 

(7) ○スイッチを押して,「エンジン(ノーマル)両面」を表示させ 

る。

〈参考〉 ダイアグノーシスコードの読み取り中は"*コードヨミトリ 
点滅

↓ チュウ”の表示および表示画面右上に“**が点滅する。 

エンジ ン (ノーマル) * 

*コート" : ヨミトリチュウ

(8) ダイアグノーシスコード番号を出力した場合は,ダイアグノー R8404 
シスコードー覧表により判断する。

ダイアグコード出力(“*”はウォーニングランプと同期して点滅) コード番号の数

正常時 異常時(例14·24が出力されている場合) 

エンジン(ノーマル) * エンジン(ノーマル) *2 
または

OK 14 24 

R8405 

(1) ダイアグノーシスコードの読み取りは、コード番号の数が衰

示(全てのコードの読み込み)された後に行う。 

〈参考〉 二つ以上のコード番号が山力される場合は,コード番号の小 

さい順に表示する。
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3 ダイアグノーシスコード記憶消去 

(1) EFI とューズ(20A)を10秒以上取りはずした後,ヒューズを 

接続する。

EFI装置の点検修理後は,必ずダイアグノーシスコードの記 際立債務

憶を一旦消去した後,正常コードが出力されることを確認す 

る。

00 

EFI ヒューズ (20A) 

A03064 

4 ダイアグノーシスコードー覧表 

二つ以上のコード番号が山力される場合は,コード番号の小 〈参考〉

さい順に表示する。
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診断条件コード 診断項目
点 検 部 位 

番号 [端 子 記 号] ①診断条件 : ②異常状態 ③異常期間  ④その他 

①STA ON 信号入力後2秒以上経過 ・ワイヤハーネスおよびコネクター

回転信号系統1 (G,NE 信号系統) 
12 ②GまたはNE信号が入力されない 

·ディストリビューター [G1, G2, NE, G-] 
・エンジンコントロールコンピューター

①エンジン回転数1000rpm以上 ·ワイヤハーネスおよびコネクター 

回転信号系統2 (クランク角系統) 
②NE 信号が入力されない 13 

[NE] ・ディストリビューター

・エンジンコントロールコンピューター

·ワイヤハーネスおよびコネクター ①クランキング小およびエンジン回転中 
(イグナイター+BおよびIGF,IGT系統 点火信号系統 ② IGF 信号が入力されない イグニッションコイル+B系統 14 

[IGF, IGT] ③6点火連続かつ0.3秒以上 ・イグナイター,イグニッションコイル 

・エンジンコントロールコンピューター

・0.センサー ①エンジン暖機後,エンジン回転数1500rpm以上,車速100km/h 
・燃料系統

未満で走行時
(インジェクター,フューエルポンプ) 

②O2センサー信号出力電圧が0.45Vを横切って0.35(リーン) O2センサー信号系統 ・点火系統
21 

[OX] ~0.7V (リッチ) (スパークプラグ,イグナイター) 

・吸気系統(バキュームセンサー) ③60秒以上 
·エンジンコントロールコンビューター 

④2トリップ 

②水温センサー回路の短絡,断線 ·ワイヤハーネスおよびコネクター 

水温センサー信号系統 (水温センサー系統) 
22 ③ 0.5 秒以上 

[THW, E2] ·水温センサー 

·エンジンコントロールコンピューター 

・ワイヤハーネスおよびコネクター②吸気温センサー回路の短絡,断線 
吸気温センサー信号系統 (吸気温センサー系統) 24 ③ 0.5 秒以上 

·吸気温センサー [THA,E2] 
・エンジンコントロールコンピューター

①エンジン暖機後,エンジン回転数1500rpm以上,車速100km/h ・ワイヤハーネスおよびコネクター

(O.センサー系統) 
未満

リーン異常系統 ·燃料系統(インジェクター,燃圧) 
25 2O2センサーがリッチ信号を出力しない ·バキュームセンサー [Ox] 

③120秒以上 ·水温センサー 

④2トリップ 

②バキュームセンサー回路の短絡,断線 ·ワイヤハーネスおよびコネクター 

バキュームセンサー信号系統 (バキュームセンサー系統) 31 ③0.5 秒以上 
[PIM,VCC, E2] ·バキュームセンサー 

・エンジンコントロールコンビューター

②スロットルポジションセンサー回路のIDLとPSWが同時にON ·ワイヤハーネスおよびコネクター スロットルボジションセン
(スロットルボジションセンサー系統) 

41 サー信号系統 ·エンジンコントロールコンピューター 

[VCC, PSW, IDL, E2] 

① 暖機後,エンジン回転数2300〜4700pm,PIM 信号電圧 ·ワイヤハーネスおよびコネクター 

(スピードセンサー系統) 
2.1V以上 

スピードセンサー信号系統 ·スピードセンサー 
42 ②スビードセンサー信号0km/h [SP1] ・エンジンコントロールコンピューター

③8秒以上 

①エンジン回転数1600〜5600rpmの間 ・ワイヤハーネスおよびコネクター

(ノックセンサー系統) 
ノックセンサー系統 ②ノックセンサー回路の短絡,断線 52 ·ノックセンサー締め付け不良 
[KNK] ③6点火以上連続 ・ノックセンサー

·エンジンコントロールコンビューター 

·エンジンコントロールコンピューター ①エンジン回転数650〜5600rpmの間 

②ノック制御コンピューター異常 53 ノックセンサー制御CPU系統 

③12点火以上連続 

2トリップ:診断内容①,②,③を一旦記憶,IG OFF→ON 後,再度診断内容①,②が成立時 

JA5681 
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ダイアグノーシス(テストモード)による点検 

テストモードとは,ノーマルモードに比べて異常検出の感度を 

アップし,各センサーからの信号検出を向上させたものである。 

また,ノーマルモードの診断項目以外に,スターター信号系統お 

よびスイッチ信号系統などを追加している。

テストモードによる点検は,各センサーの信号系統の提常が考 

えられる場合でも,ノーマルモードのダイアグノーシスが正常 

を出力していたり,ノーマルモードの診断項目以外に異常が考 

えられる場合に行う。

1 ダイアグノーシスコード(ノーマルモード)読み取り 

2 ダイアグノーシスコード(ノーマルモード)記憶消去 

3 ダイアグノーシス(テストモード)点検前準備 

チェックエンジンウォーニングランプによる読み取りE, 

To (1) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ 

スコネクターのTr2→E,端子間を短絡する。 

(1) ·イグニッションスイッチがOFF の状態で短絡する。 

・ダイアグノーシスコードを読み終えるまでTo←E,端子間を lej-23-1 A00500 
開放しない。

4 ダイアグノーシス(テストモード)点検 

チェックエンジンウォーニングランプによる読み取り

(1) イグニッションスイッチをONにし,チェックエンジンウォー 

ニングランプが「早い点滅」になることを確認する。

赤口径 ダイアグノーシスコードを読み終えるまでイグニッションス

イッチをOFF にしない。 

〈参考〉 チェックエンジンウォーニングランプの「早い点滅」により

テストモードであることを示す。

(2) スターターでエンジンを始動し,チェックエンジンウォーニン 

グランプが消灯することを確認する。

〈参考〉 スターター信号系統の診断およびダイアグノーシス機能の作

動確認。

(3)車速5km/h以上で走行テストを行う。 

〈参考〉·スピードセンサー信号系統の診断。 

·不具合の発生した状態(走行条件など)を再現してみる。 

(4) 走行テスト後ダイアグノーシスコネクターのTELやE」端子間を 

短絡し,ダイアグノーシスコードを読み取る。 

(5)ダイアグノーシスコード番号を出力した場合は,テストモード 

時のダイアグノーシスコード一覧表により判断する。
Et 

ノーマルモードのダイアグノーシスの内容も診断している。〈参考〉

To 

loj-231 A00592 
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トヨタダイアグノーシスリーダーによる読み取り

(1) スロットルバルブ全閉(IDL接点ON),シフトレバー位置Nま 

たはPレンジ,エアコンOFFにする。 

(2) トヨタダイアグノーシスリーダーを,ダイアグノーシスコネク 

ターに接続する。

(3) イグニッションスイッチをON またはエンジンを始動する。 

〈参考〉 図の画面がそれぞれ約1秒ずつ表示した後,「システムコード 

1234567890 ABCDEF セット画面」に移る。

GHIJKLMNOPQRSTUV 
(約1秒間表示) 

ICカード エンジ ン 3 
09991-50320 

(約1秒間表示) 

A05579 

(4) エンジンシステムコード "818"を入力する。 

電子第1節 エンジンシステムコードは車種·エンジン別におのおの設定 

しているため,必ず指定のコードを入力すること。 

〈参考〉 ·例えばコード“4EC”を入力する場合は、次の操作手順で行 システムコード セット △▽D< 

セットコ〝○ヲオス 800 う。

① △または▽スイッチの操作により点滅している左の桁を 
エンジンシステム
コード入力

"4"にする。 

② ▷スイッチを押して点滅している桁を中央に移動させ,△ま 

たは▽スイッチの操作により点滅している中央の桁を“E”に 
X8387 

する。

③ ▷スイッチを押して点滅している桁を右に移動させ,△また 

は▽スイッチの操作により点滅している右の桁を“C”にす 

る。

④コード“4EC”と設定後,○スイッチを押してコード入力を 

終了する。

·コード入力後,図の「メッセージ両面」が約2秒間表示した 

後,「ダイアグノーシスコードチェック画面」に移る。 

センタクチェック ナイヨウ 

△▽デ センタクゴ ○ ラオス 

(約2秒間表示) 

X8388 

へ
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(5)「ダイアグノーシスコードチェック両面」を確認後,○スイッチ 

を押して「エンジンシステム選択両面」を表示させる。

1. ダイアク ノーシスコード 

○シベッコウ チェック

エンジ ン システム 

○シ ッコウ 

R8402 

(6) ○スイッチを押して,「ノーマルモード・テストモード選択画 

面」を表示させる。

ノーマル モード 淵

モート (7) ▽スイッチを押して画面左端の点滅(■)をテストモードの位置 
テスト 〝

にする。

(8)○スイッチを押す。 

〈参考〉 ○スイッチを押すと,テストモード点検の操作方法が表示す 

ノーマル モード 
るので,その後は指示にしたがって操作する。 

テスト モード 

R8406 

(9) イグニッションスイッチをACC にした後,○スイッチを押し, 

イグニッションスイッチをONにする。 

(株) 車両メーター内チェックエンジンウォーニングランプが「早

い点滅」になることを確認する。

(10) スターターでエンジンを始動し,チェックエンジンウォーニン 
IGスイッチラ ACCニ シテク 

グランプが消灯することを確認する。ダ サイ 

(1) 車速5km/h 以上で走行う。 
(約2秒間表示) 

√ 〈参考〉·スターター信号系統の診断およびスピードセンサー信号系統 

の診断。

○ヲ オシテクタ サイ ·不具合の発生した状態(走行条件など)を再現してみる。 

↓ 

テストソウコウコ〝 ○ヲ オシテ 

クダ サイ 

R8407 
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(12 走行テスト後,○スイッチを押して「エンジン(テスト)両面」 

を表示させる。

〈参考〉点滅 ダイアグノーシスコードの読み取り巾は,"*コードヨミトリ 

↓ 
チュウ”の表示および表示画面右上に“*”が点滅する。 

エンジ ン (テスト) * 
(13) ダイアグノード番号を出力した場合は,テストモード 

*コード ヨミトリチュウ 
時のダイアグノーシスコードー覧表により判断する。

0.00 ダイアグノーシスコードの読み取りは、コード番号の数が衰

示(全てのコードの読み込み)された後に行う。 

〈参考〉 ·ノーマルモードのダイアグノーシスの内容も判断している。 
R8403 

·二つ以上のコード番号が山力される場合は,コード番号の小 

さい順に表示する。

5 コネクターおよびワイヤハーネス瞬断チェック 
〈参考〉 ダイアグノーシス(テストモード)点検のダイアグノーシス 

コード山力により不具合系統が判明した場合は,次の方法に 

より不具合箇所の絞り込みを行う。
E, 

(1) テストモードでのダイアグノーシスコード読み取り後,EFI 
Te 

ヒューズ(20A)を10秒以上取りはずし,ダイアグノーシス 

コードの記憶を消去する。

(2) ダイアグノーシスコネクターのTE2+E1端子間を短絡した状態 

でエンジンを始動する。lej-23-1 AOOGOO 
(3) アイドル回転状態のまま,ダイアグノーシス(テストモード)点 

検で出力した不具合系統のコネクターおよびワイヤハーネスを

振ってみる。

コネクターおよびワイヤハーネスを振ってチェックエンジン

ウォーニングランプが点灯すれば,その箇所のコネクターまた 

はワイヤハーネスに接触不良のおそれがある。

6 ダイアグノーシスコードー覧表 

〈参考〉·テストモード時もノーマルモードの診断を行っているため 

ノーマルモードの一覧表も併用する。

·コード番号42(スピードセンサー信号系統),43(スター 

ター信号系統),51(スイッチ信号系統)はダイアグノーシス 

のメモリーに記憶しない。(Te→E、端子間開放またはトヨタ 

ダイアグノーシスリーダーのコネクター切り離しにて消去) 

·二つ以上のコード番号が山力される場合は,コード番号の小 

さい順に表示する。
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診断条件
診断項目コード 点検部位

番号 [端 子 記 号] ① 診断条件 ②異常状態 3異常期間 1 ④その他 

·ワイヤハーホスおよびコネクター ①エンジン回転数400rpm以上 
(G,NE 信号系統) 

回転信号系統 ②G信号2バルス間にNE信号12バルス以外 
·ディストリビューター 13 

[G1, G2, NE] ・エンジンコントロールコンビューター

①エンジン暖機後,エンジン回転数1500mm以上,車速100㎞/h ·O1センサー 

・燃料系統
未満で走行時

(インジェクター,フューエルポンプ) 
② O,センサー信号出力電圧が0.45Vを横切って0.35(リーン) ・点火系統

O2センサー信号系統 
〜0.70V (リッチ) 21 (スパークプラグ、イグナイター) 

[Ox] ③ 60 秒以上連続 ・吸気系統(バキュームセンサー) 

・エンジンコントロールコンピューター

②水温センサー回路の短絡,断線 ·ワイヤハーネスおよびコネクター 

(水温センサー系統) 
水温センサー信号系統 ③1回でも検出 

·水温センサー 22 
[THW,E2] ·エンジンコントロールコンビューター 

·ワイヤハーネスおよびコネクター ② 吸気温センサー回路の短絡,断線 
(吸気温センサー系統) 

吸気温センサー信号系統 ③1回でも検出 
24 ・吸気温センサー

[THA,E2] ・エンジンコントロールコンビューター

①エンジン暖機後,エンジン回転数1500rpm以上,車速100km/h ・ワイヤハーネスおよびコネクター

(O2センサー系統) 
未満

リーン異常系統 ・燃料系統(インジイェクター,燃圧) 
2 O2センサーがリッチ信号を出力しない 25 ・バキュームセンサー[OX] 
③120秒以上連続 ・水温センサー

2 バキュームセンサー回路の短絡,断線 ·ワイヤハーネスおよびコネクター 

(バキュームセンサー系統) 
バキュームセンサー信号系統 ③1回でも検出 

・パキュームセンサー31 [PIM, VCC, E2] ・エンジンコントロールコンピューター

②スロットルボジションセンサー回路のIDLとPSWが同時にON ·ワイヤハーネスおよびコネクター 

スロットルポジションセン (スロットルボジションセンサー系統) 
③1回でも検出 

サー信号系統41 ・スロットルポジションセンサー

[VCC, PSW, IDL, E2] ・エンジンコントロールコンビューター

②スピードセンサー信号が5㎞/h未満 ・ワイヤハーネスおよびコネクター

(スピードセンサー系統) 
スピードセンサー信号系統 ③ 1回でも検出 

42 ・スピードセンサー
[SP1] *エンジンコントロールコンビューター 

② スターター信号が入力されない ·ワイヤハーネスおよびコネクター 

スターター系統 (スターター信号系統) 
43 

[STA] ・エンジンコントロールコンピューター

①ダイアグノーシスコネクターのTu←E+D.端子間短絡かつSTA ・ニュートラルスタートスイッチ系統

*エアコンスイッチ系統 
スイッチ信号 OFF のとき,エアコン ON またはIDL 接点OFF または 

・スロットルポジションセンサーIDL系統 

51 [A/C, IDL] シフト位置P,Nレンジ以外 
・エンジンコントロールコンピューター

NSW ·スターター信号系統 

JA5692 
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T0020091 

フューエルシステム

燃料流出防止作業

1 ラッゲージコンパートメントフロアマット取りはずし 

2 ラッゲージコンパートメントトリムフロントカバー取りはず 

し

3 フューエルポンプコネクター切り離し 
(1)フューエルポンプのコネクター(灰色2極)を切り離す。 

A03001 
4 · エンジン始動 

(1)エンジンを始動し,自然に停止した後,イグニッションスイッチ 

を OFF にする。 

5 バッテリー(ターミナル取りはずし 

6 フューエルポンプコネクター接続

7 ラッゲージコンパートメントトリムフロントカバー取り付け

8 ラッゲージコンパートメントフロアマット取り付け 

燃料漏れ点検

1 バッテリー(一)ターミナル取り付け 

2 フューエルポンプ作動 

(1) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して、ダイアグノーシ 

スコネクターのFp↔+B端子間を短絡する。 

鯵ヶ沢警察 短絡位置を間違えると故障の原因となるため,絶対に関違え 
Fp 

ない。

(2) イグニッションスイッチをONにし,フューエルポンプを作動 

+B させる。

㊽ オカル エンジンは始動しない。

loj-23.1 3 漏れ点検 165001 
(1) 燃圧のかかった状態で燃料系統に漏れがないことを確認する。 

TOO20952 

機能点検

フューエルポンプ作動点検

1 フューエルポンプ作動点検 

(1) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ 

スコネクターのFp→+B端子間を短絡する。 

教 長 教 短絡位置を間違えると故障の原因となるため,絶対に間違え 
Fp 

ない。

+B 

laj-23-1 A00591 
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(2) イグニッションスイッチをONにし,フューエルポンプを作動 

させたとき,ポンプの作動音がすることを確認する。 

備考文書 エンジンは始動しない。

〈参考〉 フューエルポンプがインタンク式のため,作動音が聞きとい 

にくいので,フェーエルタンクキャップを取りはずして注入 

口から確認する。

(3)フェーエルチューブ(車両側)とフェーエルフィルター間の 

フューエルメインホースを指先でつまんで燃圧が感じられるこ

とを確認する。

燃圧点検

1 燃料流出防止作業

2 EFIフューエルプレッシャーゲージ取り付け 

(1) スパナでフェーエルフィルターを固定して,フューエルフィル 

ター上側のユニオンボルトをはずし、フューエルバイプNo1お 

よびガスケット2枚を取りはずす。 

櫟本校舎 フューエルバイプラインに若干残圧があるため,ウエスなど 

で覆い,燃料の飛散を防ぐ。 
A07993 

(2)フェーエルフィルターに,先に取りはずしたフューエルパイプ 

No.1およびEFIフェーエルプレッシャージを新品のガス 

ケット3枚を介して,ユニオンボルトで取り付ける。 

(3) スパナでフューエルフィルターを固定して,ユニオンボルトを 

締め付ける。

T=300kg・cm 

3 燃料漏れ点検 

4 エンジン始動 

A07999 

5 燃圧点検 

(1) プレッシャーレギュレーターのバキュームホースをはずし,プ 

ラグで塞ぐ。

(2)アイドル回転時の燃圧を測定する。 

基準値 2.75~3.15kg/cm2 

(3) プレッシャーレギュレーターにバキュームホースを接続して、 

アイドル回転時の燃圧を測定する。

基準値 約2.35kg/cmf 

6 燃料流出防止作業AOSDOO 
7 EFI フューエルプレッシャーゲージ取りはずし 

) スパナでフューエルフィルクーを固定して,EFIフェーエルプ (1) 

レッシャーゲージおよびガスケットを取りはずす。

(2) スパナでフューエルフィルターを固定して,新品のガスケット 

2枚を介し,フェーエルパイプNa1をユニオンボルトで取り付 

ける。

T=300kg・cm 

8 燃料漏れ点検 
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TODND033 

プレッシャーレギュレーター

脱着構成図

フェーエルポンプ用コネクター 2 

ラッゲージコンパートメントトリム△ 

フロントカバー

ラッゲージコンバートメント
フロアマット

バキュームホース

·ブレッシャーレギュレーター 
(  0 リング 

1 

G T - 90 

●ガスケット 

フューエルバイプNo2 

T = 280 

…再使用不可部品 ·締め付けトルク(kg·cm) A02464 A08029 
A03027 
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プレッシャーレギュレーター取りはずし

1 燃料流出防止作業

2 バキュームホース取りはずし 

A00001 

3 フューエルパイプNo2取りはずし 

(1) スパナでプレッシャーレギュレーターを固定して,ユニオンボ 

ルトおよびガスケット2枚をはずし,フェーエルパイプNo2を 

取りはずす。

4 プレッシャーレギュレーター取りはずし 

(1) ボルト2本をはずし,プレッシャーレギュレーターを取りはず 

す。

A03003 

プレッシャーレギュレーター取り付け

1 プレッシャーレギュレーター取り付け 

(1) 新品のOリングにガソリンを塗布し,プレッシャーレギュレー 

ターに取り付ける。

(2) プレッシャーレギュレーターを左右に回転させながらデリバ 

リーパイプに取り付ける。

(3) 滑らかに回転することを確認する。 

(医) 滑らかに回転しない場合は,Oリングのかみ込みが考えられ 

るため,プレッシャーレギュレーターを取りはずして再度(1)。 

(2)の作業を行う。 

(4)ボルト2本を締め付ける。 

T=90kg-cm 

2 フューエルパイプNo2取り付け 

(1) スパナでプレッシャーレギュレーターを固定して,新品のガス 

ケット2枚を介して,ユニオンボルトでフューエルパイプNo2 

を取り付ける。

T=280kg・cm 

3 バキュームホース取り付け

4 燃料漏れ点検 

A08003 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-42 1G-FEエンジンーEFIシステム 

TO020034 

インジェクター

脱着構成図

フューエルポンプ用コネクター

ラッゲージコンパートメントトリム
フロントカバー

ラッゲージコンバートメント
フロアマット

エアクリーナーホースNo1 

バキュームホース(キャニスターパージ用) 
インテークエアコネクター

スロットルポデー

T = 130 

T = 05 ウォーターバイパスホースNo2 

ガスケット
スペーサー T - 185 

ガスケット綴 新
●ガスケット 

[T - 130 

デリバリーバイブウォーターバイパスホースNo1 

C 
バキュームホース ⑨ 

アクセルレーターケーブル

T - 320 
●ガスケット パルセーションダンパー

フェーエルパイプ
No2 

●ガスケット 
·フューエルバイプ T=280 No1 

スロットルケーブル C 
. 0 ●Oリング 

インジェクターバイブレーションインシュレータ

●グロメット 

1 

・再使用不可部品 ·締め付けトルク(kg·cm) A02404 A08303 

A03020 

~ 
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インジェクター取りはずし

1 燃料流出防止作業 

2 冷却水抜き取り 

3 エアクリーナーホースNo1取りはずし 

A03001 

4 インテークエアコネクター取りはずし 

(1)ベンチレーションホース2本を取りはずす。 

(2)ボルト4本をはずし,インテークエアコネクターを車両右側へ 

ずらして取りはずす。

5 アクセルレーターケーブル取りはずし 

6 スロットルケーブル取りはずし 

A05307 

7 スロットルボデー取りはずし 

(1) ISCV およびスロットルポジションサー用コネクターを切 

り離す。C 
(2) キャニスターパージ用バキュームホース2本を取りはずす。 

(3) ボルト2本およびナット2個をはずし,スロットルボデーを取 

りはずす。

A02833 

(4) スロットルボデーを傾けて,ウォーターバイパスホースNol およ 

びNo2を取りはずす。 

(5) スロットルボデーおよびガスケットを取りはずす。 O 
8 バキュームホース(ブレーキブースターおよびバキュームセ 

ンサー用)取りはずし 

9 インジェクター用コネクター切り離し $ 

A02834 

10 パルセーションダンパー取りはずし 

統1373 フューエルパイプラインには若干残圧があるため,ウエスな 

どで覆い,ガソリンの飛散を防ぐ。 

A05288 
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11 フューエルパイプNo2取りはずし 

(1) スパナでプレッシャーレギュレーターを固定して,ユニオンボ 

ルトおよびガスケット2枚をはずし,フューエルパイプNo2を 

取りはずす。

A03003 

12 デリバリーパイプW/インジェクター取りはずし 

(1) ボルト2本をはずし,デリバリーパイプ W/インジェクター A 
およびスペーサー2個を取りはずす。 

第771回 デリバリーパイプ W/インジェクターを取りはずす際はイ 

ンジェクターを落とさない。

13インジェクター取りはずし 

14 0リングおよびグロメット取りはずし 

15 バイブレーションインシュレーター取りはずし 

A030002 

インジェクター取り付け

1 0リングおよびグロメット取り付け 

(1) インジェクターに新品のグロメットを取り付ける。 

(2) インジェクターのOリング取り付け滞部に傷,異物の付着がな 

いことを確認する。

(3) 新品のOリングにスピンドル油またはガソリンを塗布し,イン 

○リング 
グロメット ジェクターに取り付ける。

F1313 

2 インジェクター取り付け 

(1) インジェクターを左右に回転させながらデリバリーパイプに取 

り付ける。

(2) 滑らかに回転することを確認する。 

400 滑らかに回転しない場合は0リングのかみ込みが考えられる 

ため,インジェクターを取りはずして再度(1),(2)の作業を行 

う。

A05603 

デリバリーパイプW/インジェクター取り付け 3 
(1) バイブレーションインシュレーター6個をインテークマニホー A 

ルドに取り付ける。

(2) スペーサー2個を介し,ボルト2本でデリバリーパイプ W/ 

インジェクターを取り付ける。

T=185kg·cm 

A03002 
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4 フューエルパイプNo2取り付け 

(1) スパナでプレッシャーレギュレーターを固定して,新品のガス 

ケット2枚を介し,ユニオンボルトでフューエルバイプNo2を 

取り付ける。

T=280kg・cm 

A03003 

5 フューエルパイプNo1取り付け 

(1) 新品のガスケット2枚を介して,パルセーションダンバーを取 

り付ける。

T=320kg・cm 

6 インジェクター用コネクター接続

7 バキュームホース(ブレーキブースター用およびバキューム 

センサー用)取り付け 
A05288 

8 スロットルボデー取り付け

(1) ウォーターバイパスホースNa1およびNo.2をスロットルボデー 

に取り付ける。

(1) ·ウォーターバイパスホースに無理な力を加えないように取り 

付ける。

·クリップは取りはずす前と同じ位置に固定する。 

·ホースにねじれのないことを確認する。 

A02834 

(2) 新品のガスケットを介して,ボルト2本およびナット2個でス 

ロットルボデーを取り付ける。

T=130kg·cm 
C 

(3) キャニスターパージ用バキュームホース2本を取り付ける。 

(4) ISCV およびスロットルポジョンセンサー用コネクターを接 

続する。

9 スロットルケーブル取り付け

10 アクセルレーターケーブル取り付け

11 インテークエアコネクター取り付け
A02833 

(1) ガスケットを介し,ボルト4本でインテークエアコネクターを 

取り付ける。

T=65kg・cm 

(2) ベンチレーションホース2本を取り付ける。 

12 エアクリーナーホースNo1取り付け 

13 冷却水注入

14 燃料漏れ点検

15 冷却系統漏れ点検 
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T0028035 

フューエルフィルター

脱着構成図

フューエルポンプ用コネクター

C ラッグージコンパートメントトリム
フロントカバー

ラッゲージコンパートメント
フロアマット

T - 185 

10 

* * 320 
インテーク
マニホールドステーNo2 

T - 185 

●ガスケット 
フューエルバイプNo1 
( (1) 

●ガスケット 

T = 185 

[T - 185 

フェーエルフィルター

● ガスケット 

T -300 

フューエルメインホース

A02484 A08032 再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

A00033 
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フューエルフィルター取りはずし

1 燃料流出防止作業

2 燃料抜き取り

フューエルメインホース取りはずし3 
(1)スパナでフィルターを固定して,ユニオンボルトをはずし,ガス 

ケット2枚およびフューエルメインホースを取りはずす。 

インテークマニホールドステーNo.2取りはずし 4 

フューエルパイプNo1取りはずし 5 
A03001 

(1) スパナでフィルターを固定して,ユニオンボルトをはずし,ガス 

ケット2枚およびフューエルパイプNo1を取りはずす。 

6 フューエルフィルター取りはずし 

(1) ボルトおよびナットをはずして,フューエルフィルターを取り 

はずす。

フューエルフィルター取り付け

1 フューエルフィルター取り付け 

(1) ボルトおよびナットでフューエルフィルターを取り付ける。 

T=185kg·cm 

2 フューエルパイプNo1取り付け 

(1) 新品のガスケット2枚を介して,ユニオンボルトでフューエル 

パイプNo1を仮付けする。 

(2) スパナでフィルターを固定して,ユニオンボルトを締め付ける。 

T=320kg-cm 

3 インテークマニホールドステーNo2取り付け ! 

T=185kg·cm 

4 フューエルメインホース取り付け 

(1) 新品のガスケット2枚を介して,ユニオンボルトでフューエル 

メインホースを仮付けする。

(2) スパナでフィルターを固定して,ユニオンボルトを締め付ける。 

T=300kg・cm 

5 燃料注入 

6 燃料漏れ確認 
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TO010990 

フューエルポンプ

脱着構成図

リヤクーラーユニット付き車 T - 185 シートトラックカバー

T 書 185 

T 10点 185 
シートトラックカバー

ーリヤシートASSY RH 

× = 145 - 145 

T = 145 E 
T -400 

T - 145 

リヤシートASSY LH リヤシートアウター
ベルトRH 

9 
リヤシートアウター
ベルトLH 

ルーフサイドインナー
ガーニッシュ RH 

T - 400 

ルーフサイドインナー
ガーニッシュLH Q 

リヤクーラーユニットASSY 8
1

3
 

歯
肉

(3) 2
7

 (10) 
3 8 

リヤバッケージトレイトリムパホル

ラッゲージコンパートメントバッキン
トリムフロントカバー

● リング 

ラッゲージコンパートメント(株  リング 
フロアマット

T - 230±20 
サクションチューブ

T - 230 ± 2 0 
ディスチャージホース

·締め付けトルク(kg·cm) E01922 ●…再使用不可部品 
40330 
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ラッゲージコンバートメントトリム
フロントカバー

1 
フューエルボンプ用コネクター

ラッゲージコンバートメント
フロアマット

フューエルメイン & リターンチューブ 

T - 300 
フューエルポンプASSY 

[T - 30 

4 

. 

? 

●ガスケット 

T = 350 

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) A02464 A02513 A O tou 
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分解構成図

フューエルポンププラケット

●ガスケット 

6 3 
0 

6 0
0

 ィ
3 

0 

3 
√ 

○ 

クリップ
0 

·フューエルホース 

S クリップ

·フェーエルポンプ 

·フューエルポンプフィルター 

4 参クリップ

ラバークッション

●…再使用不可部品 A03305 

~ 
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フューエルポンプ取りはずし

1 燃料流出防止作業

リヤクーラーユニット取りはずし(リヤクーラー付き車) 2 

3 燃料抜き取り 

A03001 

4 フューエルメイン & リターンチューブ取りはずし 

(1) スパナでフューエルメインチューブを固定しSSTを使用して, SST 
フューエルメイン & リターンチューブを切り離す。 

SST 09631-22020 

AOSO65 

(2) ユニオンボルトおよびガスケット2枚をはずし,フューエルメ 

イン & リターンチューブをフェーエルポンプから切り離す。 

(3)フューエルホース,クランプおよびブラケットをはずしフュー 

エルメイン& リターンチューブを取りはずす。 

5 フューエルポンプASSY取りはずし 

(1) ボルト7本をはずし,フェーエルポンプASSYを取りはずす。 

A02423 

フューエルポンプ分解

1 フューエルポンプ取りはずし 

(1)フェーエルポンプからターミナルを切り離す。 

(2)フェーエルホースのクリップをずらし,ブラケットからフュー 

エルポンプおよびラバークッションを取りはずす。

A03309 

2 フューエルポンプフィルター取りはずし 
(1) 薄刃ドライバーを使用してクリップをはずし,フェーエルポン 

プからフィルターを取りはずす。

A 

AQ3310 
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フューエルポンプ組み付け

1 フューエルポンプフィルター取り付け 

(1) 新品のクリップで,フィルターをフェーエルポンプに取り付け 

る。

2 フューエルポンプ取り付け 

(1) ラバークッションを介して,フューエルポンプをブラケットに 

組み付ける。

(2) フェーエルホースのクリップをずらし,フェーエルポンプに 

フューエルホースを取り付ける。

61 ホースを再使用する場合クリップを元の位置に合わせる。

(3)フューエルポンプにターミナルを接続する。 

フューエルポンプASSY取り付け 

1 フューエルポンプASSY取り付け 

(1) 新品のガスケットを介して,フェーエルポンプASSY をボルト 

7個で取り付ける。 

T=30kg·cm 

2 フューエルメイン & リターンチューブプ取り付け 
(1)新品のガスケット2枚を介して、ユニオンボルトでフューエル 

メイン& リターンチューブをフェーエルポンプに取り付け 

る。

T=300kg·cm 

(2)フューエルホースおよびクランプを取り付ける。 

(3) スクリュー2本でブラケットを取り付ける。 

A02423 

(4)スパナでフューエルメインチューブを固定しSSTを使用して、 

フューエルメイン & リターンチューブを取り付ける。 SST 
SST 09631-22020 

T=350kg·cm 

A03065 

3 リヤクーラーユニット取り付け(リヤクーラー付き車) 

4 燃料注入

5 燃料漏れ点検

6 ラッゲージコンパートメントトリムフロントカバー取り付け

7 ラッゲージコンパートメントフロアマット取り付け
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TOOZOD37 

フューエルタンク

脱着構成図

リヤクーラーユニット付き車 T -185 
シートトラックカバー

T = 185 

T . 185 
シートトラックカバー

リヤシートASSY RH 

T - 145 T = 145 
ね

T - 145 ⑧ 
- 400 

8 
1 m 145 

リヤシートASSY LH リヤシートアウター
ベルトRH Φ 

リヤシートアウター
ベルトLH 

ルーフサイドインナー
ガーニッシュRH 

T - 400 

ルーフサイドインナー
ガーニッシュLH Q4 

髪

リヤクーラーユニットASSY 
Q 2

0
 

見

0
1

7
 

g 
8 1 

リヤバッケージトレイトリムパネル

ラッゲージコンバートメント
·パッキン 

トリムフロントカバー
●Oリング 

( 0 リング ラッゲージコンパートメント
フログマット

T - 230±20 
サクションチューブ

T - 2 3 0 ± 2 0 
ディスチャージホース

- 

●…再使用不可部品 …締め付けトルク(kg・cm) E01922 
A03306 
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ラッゲージコンパートメントトリム
フロントカバー

フューエルポンプ用コネクター

ラッゲージコンパートメント
フロアマット

フューエルタンクASSY 

フェーエルタンクバンドNo1 

T-430 
フューエルホースNo2 

⑩ 

@ 0 (v) 

T ¥300 

6 

㉞ ●ガスケット 

T - 350 

フューエルメイン& リターンチューブ 

T - 300 

フューエルタンクインレットホース

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) A02464 A02519 A03307 

" 
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分解構成図

フューエルタンクエバボレーション
ベントチューブ

フューエルセンダーゲージ

- 15 貸1 
●ガスケット 

TI 15 

心
●ガスケット 

フューエルカットオフバルブ

T = 30 

●ガスケット 

00 

フューエルポンプASSY 

フューエルタンク

T-30 
●ガスケット 

フューエルタンクフィラーバイブロワー

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 

AOSS03 
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フューエルタンク取りはずし

1 燃料流出防止作業

2 リヤクーラーユニット取りはずし(リヤクーラー付き車) 

3 燃料抜き取り 

A03001 

4 フューエルメイン & リターンチューブ取りはずし 

(1) スパナでフェーエルメインチューブを固定しSSTを使用して, SST 
フューエルメイン & リターンチューブを切り離す。 

SST 09631-22020 

(2)ユニオンボルトおよびガスケット2枚をはずし,フェーエルメ 

イン& リターンチューブをフェーエルポンプから切り離す。 

(3)フェーエルホース,クランプおよびブラケットをはずしフュー 

エルメイン & リターンチューブを取りはずす。 

A03065 

5 フューエルホースNo2切り離し 

6 フューエルタンクインレットホース切り離し

7 フューエルタンク取りはずし

(1) ボルト2本をはずしフューエルタンクバンドNo.1を切り離して, 

フューエルタンクを取りはずす。

A02426 

フューエルタンク分解

1 フューエルセンダーゲージ取りはずし

2 フューエルポンプASSY取りはずし 

3 フューエルタンクエバポレーションベントチューブおよび 

フューエルカットオフバルブ取りはずし

4 フューエルタンクフィラーパイプ取りはずし 

フューエルタンク組み付け

1 フューエルタンクフィラーパイプ取り付け 

(1) 新品のガスケットを介して,ボルト6本でフューエルタンク 

フィラーパイプロワーを取り付ける。

T=30kg·cm 

2 フューエルタンクエバポレーションベントチューブおよび

フューエルカットオフバルブ取り付け

(1)フェーエルカットオフバルブを取り付け,新品のガスケットを 

介してフューエルタンクエバポレーションベントチューブをス

クリュー4本で取り付ける。 
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3 フェーエルポンプASSY取り付け 

(1) 新品のガスケットを介して,ボルト7本でフューエルポンプ 

ASSYを取り付ける。 

T=30kg·cm 

4 フューエルセンダーゲージ取り付け 

(1) 新品のガスケットを介して、フェーエルセンダーゲージをスク 

リュー5本で取り付ける。 

フューエルタンク取り付け

1 フューエルタンク取り付け 

(1)フューエルタンクバンドNo.1を介して, ボルト2本でフェーエ 

ルタンクを取り付ける。

T=430kg-cm 

2 フューエルタンクインレットホース取り付け

3 フューエルホースNo2取り付け 

フューエルパイプ取り付け4 A02425 
(1) 新品のガスケット2枚を介して,ユニオンボルトでフェーエル 

メイン& リターンチューブをフェーエルポンプに取り付け 

る。

T=300kg·cm 

(2)フューエルホース,クランプを取り付ける。 

(3) スクリュー2本でブラケットを取り付ける。 

(4) スパナでフェーエルメインチューブを固定しSSTを使用して, 

フューエルメイン & リターンチューブチューブを取り付け SST 
る。

SST 09631-22020 

T=350kg・cm 

A03065 

5 リヤクーラーユニット取り付け(リヤクーラー付き車) 

6 燃料注入

7 燃料漏れ点検

8 ラッゲージコンパートメントトリムフロントカバー取り付け

ラッゲージコンパートメントフロアマット取り付け9 
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10026038 

制御システム

TOG20939 

部品配置図

ダイアグノーシスコネクター

スピードセンサー

エンジンコントロールコンピューター

ISCV 
フューエルポンプ

0.センサー 
排気温センサー

バキュームセンサーイグナイター

吸気温センサー

サーキットオープニングリレー

ディストリビューター

00 0000 

00 00 
00 00 

インジェクター ニュートラルスタートスイッチ

VSV 

EFI ヒューズ (20A) 
スロットルポジションセンサー水温センサー

ノックセンサー

フューエルフィルター

ブレッシャーレギュレーター

A03031 

.... 
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10020040 

スロットルボデー

脱着分解構成図

アクセルレーターケーブルブラケット

Co 
ダッシュポット

● 0 リング 

d 

OH 

Iscy 
スロットルボデー

√ 

スロットル水ジションセンサー

バキュームホース(キャニスターバージ用) 

インテークエアコネクター

ガスケット

T = 130 

-65 竹

T = 130 
Q 

アクセルレーターケーブル

スロットルケーブル スロットルポテー
ウォーターバイパスホースNo2 

エアクリーナーホースNo1 

ガスケット

ウォーターバイパスホースNo1 

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 
A03024 
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スロットルボデー取りはずし

1 冷却水抜き取り

2 エアクリーナーホースNo1取りはずし 

3 インテークエアコネクター取りはずし

4 アクセルレーターケーブル取りはずし

5 スロットルケーブル取りはずし

6 バキュームホース(キャニスターパージ用)取りはずし 

7 コネクター(ISCV,スロットルポジションセンサー用)切り離 

し

8 スロットルボデー取りはずし

(1) ナット2個およびボルト2本をはずし,スロットルボデーを取 

りはずす。
③ 

A02833 

(2) スロットルボデーを傾け,ウォーターバイパスホースを取りは 

ずす。

(1) ウォーターバイパスホースに無理な力がかからないように取

りはずす。

(3)スロットルボデーおよびガスケットを取りはずす。 

スロットルボデー点検

(「EFI システム」- 「単体点検」参照) 

A02834 

スロットルボデー分解

1 アクセルレーターケーブルブラケット取りはずし

2 ダッシュポット取りはずし

3 ISCV取りはずし 

(1) スクリュー2本をはずし, ISCV およびO リングを取りはずす。 

(1) ·取り付け面に傷をつけない。 

・ISCV に衝撃を与えない。 

4 スロットルポジションセンサー取りはずし 

(1)樹脂の丸枠などを使用して,スロットルバルブを約45°に保持す 

る。

(2) スクリュー2本をはずし、スロットルポジションセンサーを取 

りはずす。

第 11節 スロットルポジションセンサーに衝撃を与えない。

A02835 
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スロットルボデー組み付け

1 スロットルポジションセンサー取り付け 

(1)樹脂の丸棒などを使用して,スロットルバルブを約45°に保持す 

る。

(2) スロットルポジションセンサーのシャフト穴をスロットルバル 

ブシャフトに合わせ,まっすぐに押し込む。 

(1) ·スロットルポジションセンサーのシャフト穴にドライバーな 

どを差し込まない。
A02835 

・スロットルポジションセンサー取り付け時,センサーを回転 

させない。

·スロットルポジションセンサーのカバーを取りはずさない。 

(3) スロットルレバーを持ち,スロットルポジションセンサース 

ロットルボデーの取り付け面まで押し込む。

(4)スクリュー2本で仮締めする。 

(5)樹脂の丸棒を抜き取り,スロットルバルブを全閉にする。 

2 スロットルポジションセンサー調整 

(1) スロットルストップスクリューとスロットルレバーの間に0.5mm 
PSW 

のシックネスゲージを差し込む。
E2 

(2) IDL→E2端子間に導通のあることを確認する。 
101 

〈参考〉 IDL↔E2端子間に導通がなければ,導通があるまでセンサー 

を左回転させる。

(3) スロットルポジションセンサーをゆっくり右回転させ, IDL↔E 

2端子間の導通がなくなる瞬間の位置でセンサーを本締めする。 0 

(4) スロットルポジションセンサーの点検を行う。
A02837 A08063 

基準値 0.5mm 導通あり 

1.0mm 導通なし 

基準値外の場合は(1)~(3)の手順で再調整を行う。 

(5)取り付けスクリューに黄ペイントを塗布して封印する。 

3 ISCV取り付け 

(1) 新品のロリングをISCVに取り付け,スロットルボデー取り付 

け面まで押し込む。

ポイント等 手で押し込めない場合は, 0 リングのみ込み, ねじれを確 

認し,再度組み付ける。 

(2) スクリュー2本でISCVを取り付ける。 

4 ダッシュポット取り付け 2 

5 アクセルレーターケーブルブラケット取り付け 
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スロットルボデー取り付け

1 スロットルボデー取り付け ○ 

(1) ウォーターバイパスホースNo1およびNo2をスロットルボデー 

に取り付ける。

第147号 ·ウォーターバイパスホースに無理な力を加えないように取り 

付ける。

·クリップは取りはずす前と同じ位置に固定する。 

·ホースにねじれのないことを確認する。 
A02834 

(2) 新品のガスケットを介して,ボルト2本およびナット2個でス 

ロットルボデーを取り付ける。

T=130kg-cm 0 

A02833 

コネクター(スロットルポジションセンサー,ISCV用)接続 2 
3 バキュームホース(キャニスターパージ用)取り付け 

4 スロットルケーブル取り付け

5 アクセルレーターケーブル取り付け

6 インテークエアコネクター取り付け

(1) クランプに合わせ,ガスケットを介してボルト4本でインテー 

クエアコネクターを取り付ける。

T=65kg・cm 

(2) ベンチレーションホース2本を取り付ける。 

7 エアクリーナーホースNo1取り付け 

8 冷却水注入

9 冷却系統漏れ点検

... 
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TOD20041 

ノックセンサー

脱着構成図

T = 450 
ノックセンサー

·締め付けトルク(kg·cm) 
A03035 

ノックセンサー取りはずし
SST 

1 ノックセンサー取りはずし 

(1) コネクターを切り離す。 

(2) SSTを使用して,ノックセンサーを取りはずす。 

SST 09816-30010 

A030004 

ノックセンサー取り付け

1 ノックセンサー取り付け 

(1) SST を使用して,ノックセンサーを取り付ける。 

SST 09816-30010 

T=450kg.cm 

(2) コネクターを接続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-64 
1G-FEエンジンーEFIシステム 

Too24042 

エンジンコントロールコンピューター

脱着構成図

0 

グラブコンバートメントASSY 

6 
⑦ 

0 

エンジンコントロールコンピューターASSY 

インストルメントアンダーカバー

Q 

1 

エンジンコントロールコンピューター

ブラケット No1 

エンジンコントロールコンピューター
ブラケットNo2 

い
C 

r 
00 @ C 

エンジンコントロールコンピューター

AOS035 
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T0020043 

単体点検

TOC27358 

フューエルポンプ

フューエルポンプ点検
(十) 

1 作動点検 

(1)端子間にバッテリー電圧をかけ,モーターが回転することを確 
8-2-1 

認する。
A05574 

·点検は短時間(10秒以下)で行う。 数量Δ 

·ポンプはバッテリーからできるだけ離す。 

·スイッチング作用は必ずバッテリー側で行う。 

2 端子間抵抗点検 

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,端子間の抵抗を測 

定する。

参考値 0.2〜3.0Ω(20℃) 

T0027359 

インジェクター

インジェクター点検

1 抵抗点検 

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,端子間の抵抗を測 

定する。

基準値 13.1~14.5Ω(20℃) 

A05006 

2 燃料噴射量および漏れ点検 

点検は通気の良い場所で火気に注意して行う。(1)  

フューエルフィルター、プレッシャーレギュレーターおよびイ(1) 

ンジェクターにSSTを取り付ける。 

SST 09268-41090 90405-09015 90467-13001 

95336-08070 

0.00 インジェクターはOリングおよびグロメットをはめた状態で 

SSTを取り付ける。 

A08007 

(2) インジェクターのコネクター部に,EFIインスペクションワイ 

ャFを取り付ける。 

F8957 
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(3) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用して,ダイアグノーシ 

スコネクターのFP→+B端子問を短絡する。 

6,718 短絡位置を間違えると故障の原因となるため,絶対に間違え 

ない。Fp 

(4)イグニッションスイッチをONにし、フューエルポンプを作動 

させる。

+8 (1) ·エンジンは始動しない。 

·燃料漏れのないことを確認する。 

[e]-23-1 A00591 

(5) インジェクターの先端にビニールチューブを取り付ける。 

(6) インジェクターの先にメスシリンダーを置く。 

(7) EFIインスペクションワイヤFをバッテリーに接続し,噴射量 

を測定する。

基準値 34~44mL/15秒間 

A0S003 

(8) EFIインスペクションワイヤをバッテリーからはずし、ノズル 

部からの漏れの有無を確認する。

1 滴以下/1分間 基準値

R4058 
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T0027500 

バキュームセンサー

バキュームセンサー点検vcc 

1 出力電圧点検 

(1) エンジン停止状態でイグニッションスイッチをONにする。 

(2) トヨタエレクトリカルテスターおよびミニテストリードを使用 

E1 PIM してVCC→E1間の電圧を測定する。 

基準値 4.5~5.5V 
Vd-54-2 A03010 

コンピューターにコネクターを接続したまま,コネクターの (株) 

裏側から点検する。

(3) バキュームセンサーのバキュームホースをはずし,大気開放状 

態でPIM←E1端子間の電圧を測定する。 

基準値 3.3~3.9V 

(4) バキュームセンサーにマイティバックを接続して200mmHgの負 

圧をかけたときの電圧を測定する。

基準値 2.5~3.1V 

A0S056 

TOQ27381 

スロットルボデー

スロットルボデー点検,調整 

1 スロットルボデー点検 

(1)スロットルバルブシャフトのガタがないことを確認する。 

(2) 各ポートの詰まりがないことを確認する。 

(3)スロットルバルブの開閉が円滑であることを確認する。 

(4) スロットルバルブの全閉位置でスロットルストップスクリュー 

とレバーのすき間を確認する。

基準 すき間がないこと 

ストップスクリュー 基準外の場合は,すき間調整を行う。 

スロットルストップスクリューは厳密に調整してあるため, (株) 

必要以外は調整を行わない。

2 すき間調整 
(1) スロットルストップスクリューのロックナットをゆるめ,ス 

ロットルレバーと接触しない位置までスクリューをゆるめる。R7204 
A02638 

(2) スロットルバルブが全閉していることを確認する。 

(3) スロットルストップスクリューを締め込み,スロットルレバー 

と接触した位置から更に1/4回転締め込む。 

(4) ロックナットで締め付ける。

スロットルポジションセンサーの点検を行う。(5) 

スロットルストップスクリューに黄ペイントを塗布して封印す(6) 

る。
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T0027562 
スロットルポジションセンサー

PSW 

スロットルポジションセンサー点検E2 

IDL 

1 IDL←E2端子間導通点検 

(1) スロットルストップスクリューとレバーの間にシックネスゲー 
○ 

ジをはさみ,トヨタエレクトリカルテスターを使用してIDL↔E 

2端子間の導通の有無を確認する。 ○ 

基準 0.5mm 導通あり A02837 A03053 
1.0mm 導通なし 

基準外の場合は調整する。

2 PSW→E2端子間導通点検 

(1)角度ゲージを厚紙などで作成する。 

単位(㎜) 

20 20 20 29 1 

20 Is 15 

39' 
100 40 

R1354 
A02842 

(2) 角度ゲージおよびトヨタエレクトリカルテスターを使用して、 

PSW←E2端子間の導通の有無を確認する。 

基  ゲージ角度29° 導通あり 

ゲージ角度 39° 導通なし PSW 

E2 

10L 

A02840 A03026 

TO027383 
ISCV 

ISCV 点検 

S4 B2 S2 

1 抵抗点検 

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して各端子間の抵抗を測 S3 81 S1 
定する。

基準値 B1冖S1,S3 34~54Ω 

B2←S2,S4 34〜54Ω F5099 A08311 
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2 作動点検 
餡

6 (1) B1, B2端子にバッテリー④を接続し,S1→S2→S→S4→ 

S1端子順にアースしたときにバルブが閉じ側に動くことを数回 

- 繰り返して確認する。- 
毅 (2) B1,B2端子にバッテリー④を接続し,S4→S3→S2→S1→ 

S4端子順にアースしたときにバルブが開き側に動くことを数回 

繰り返して確認する。

R7206 

YO027304 

水温センサー

水温センサー点検

1 抵抗点検 

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,端子間の抵抗を測 0 

定する。◎ 

基準値 2~3kΩ (水温20°C) 

33 0.2~0.4kΩ (水温80°C) 
30 
20 

(k ) 10 11
3

5
3

1
 5 

3 
抵 2 
抗

0.5 
0.3 
0.2 

0.14 
● 

-20 0 20 40 60 80 100 

水温 (c) R0398 FI4741 A00007 

TOG2724 

吸気温センサー

吸気温センサー点検

0 0 

1 端子間抵抗測定 

(1)水温20°Cの水リに1分間以上放置後,端子間の抵抗を測定する。 0 

基準値 2.2~2.7kΩ 

(株)会社参 センサー部先端より25㎜以上は水中につけない。 30 
20 

10 

J
I
I
I
E

 

(kΩ) 

抵
抗 5 

3 

2 

11 

0.5 mm 

0.3 
0.2 

0.1L 
水温(C) 

L 1 1 1 1 ま

F14741 0 20 40 60 80 100 F8916 -20 A03312 
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10027360 

EFI メインリレー 

EFI メインリレー点検 
1 

3 5 
1 抵抗および導通点検 3 5 

2 1 
(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,各端子間の抵抗を 

測定する。2 
基準値 1→2端子間 50~90Ω 

3~5端子間 ∞ 
H5928 

(2) 1 →2端子間にバッテリー電圧をかけたとき,3~5端子間の 

導通の有無を確認する。

基 準  導通あり 

10027$67 

サーキットオープニングリレー
STA FP B 

サーキットオープニングリレー点検
B FP 

IG ☆W 1 抵抗および導通点検 
101 FC (1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,各端子間の抵抗を 

STA 000 E1 
測定する。

基準値 STA←E1端子間 20~300 (20℃) E1 1G FC 

IG→FC 端子間 110〜1700(20℃) 
A02428 A06009 

B←FP端子間 0 

(2) STA→E1端子間にバッテリー電圧をかけたとき,B←FP端子 

間の導通の有無を確認する。

基準: 導通あり

(3) IG端子にバッテリー(f)を接続し FCバッテリー(を接続 

したとき,B→FP端子間の導通の有無を確認する。 

基準 導通あり 

.... 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-71 
1G-FEエンジンーEFIシステム 

T0027308 

エンジンコントロールコンピューター

エンジンコントロールコンピューター点検

1 コンピューター作動点検 

(1) トヨタエレクトリカルテスターにミニテストリードを接続し, 

各端子間の電圧を測定する。

衞 水平治 ・コネクターはコンビューターに接続した状態で,コネクター 

の裏側から点検する。

・測定前に電源点検(1G ON 時10〜14V)およびアース点検 

(IG OFF 時各アース端子→エンジン,ボデー間5Q以下)を 

実施する。

・電圧を測定する場合は,テスターが電圧レンジになっている 

ことを確認してから行う。

(2) オシロスコープを使用して,各端子間でパルスが発生している 

ことを確認する。

※1 掲載のオシロスコーブ波形は参考例であり,ノイズ,チャタ 

リング波形などは省略してある。

〈参考〉 基準値欄内の※印は、一覧表の後にオシロスコープ設形を掲 

載している。
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Cコネクター Bコネクター Aコネクター (1~26) (1~10) (1~12) 

13 12 9876543 1 10 2 1 8 7 6 5443211 6 15 4 3 2 

26 25 24 23 2221 20191181716 15 14 16 15 14 13 12 11109 12 11 10 987 

エンジンコントロールコンピューター本体側端子配列

vd-54-2 
JA4769 

ターミナル ターミナル ターミナル ターミナル
端子名 端子名 端子名 端子名

No No. No. No. 

EVP G- A-1 +B1 B-1 c-1 MREL C-17 

2 BATT 2 PIM 2 STA 18 G2 

3 3 IGF 19 3 CCO THA 

4 FC 4 THW 4 NE 20 

5 ELS 5 SOL 5 G1 21 

6 OX 6 22 IGT 6 ACMG 

7 +B 7 TE2 7 ISC4 23 

8 VF 8 ISC3 24 E1 8 W 

9 EGW 9 E2 9 ISC2 25 #20 

10 A/C 10 PSW 10 ISC1 26 E02 

11 VCC 11 11 SP1 

12 STP 12 IDL 12 #10 

13 OP 13 E01 

14 IGSW 14 KNK 

15 TE1 15 NSW 

16 E21 16 

JA5686 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-73 
1G-FEエンジンーEFIシステム 

点検 検 統 端   子 測 定 条 件 基準値(V) 

常 時 9~14 BATT↔E1 

+B 
+B1↔E1 エンジン停止, IG スイッチ ON 9~14 電源系

IGSW 

エンジン停止,IGスイッチ ON 4.5~5.5 VCC-E1 

スロットルバルブ全閉 0~3 
IDL←E1 

スロットルバルブ全開 9~14 
スロットルボジション
センサー系 スロットルバルブ全閉 4.5~5.2 

PSW→E1 
スロットルバルブ全開 0~2 

吸気温センサー系 THA←E1 吸気温度0〜80℃(暖機時) 0.5~3.4 

水温センサー系 THW+E1 冷却水温 60〜120℃(暖機時) 0.2~1.0 

大気開放時(760㎜Hg) 3.3~3.9 
バキュームセンサー系 PIM-E1 

負圧200mmHgかけたとき(560㎜Hg) 2.5~3.1 

CCO→E1 排気温950℃以下 1.0~5.5 排気温センサー系

NE 
回転償号系 G1↔G- アイドル回転時 パルス発生※ 

G2 

スピードセンサー信号系 SP1↔E1 約20km/hで走行時 パルス発生※ 

IGT 
パルス発生※ 点火信号系 →E1 アイドル回転時

IGF 

#10 
噴射信号系 t+E1 アイドル回転時 バルス発生※ 

#20 

排気温ウォーニングランプ点灯時

ダイアグノーシスコネクターのCCo↔→E1) 0~3 √ 端子間を短絡させる
EGW→E1 

アイドル回転時 9~14 
(排気温ウォーニングランプ消灯時) 

チェックエンジンウォーニングランブ点灯時 0~3 
(水温センサーのコネクターを切り離す) 

その他
W→E1 

アイドル回転時
9~14 

(チェックエンジンウォーニングランプ消灯時) 

シフトレバーP, Nレンジ 0~3 
NSW→E1 

シフトレバーP,Nレンジ以外 9~14 

エンジン停止,IGスイッチ ON 9~14 
MREL↔E1 

IG スイッチ OFF 後2秒以上経過 0~1.5 

JA5635 
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端   子 測定条件 基準値(V) 点検 系 統 

ISC1~4↔E1 アイドル回転時 A/C OFF→ON パルス発生※ 

エンジン停止, IG スイッチ ON 9~14 
EVP→E1 

暖機後アイドル回転時 バルス発生※ 

ヘッドランプ ON 7.5~14 
ELS↔E1 

ヘッドランプ OFF 0~1.5 

ストップランプスイッチ ON 7.5~14 
STP→E1 

ストップランプスイッチ OFF 0~1.5 

STA←E1 クランキング時 6以上 

暖機後エンジン回転数2500rpmで2分間保持した後, 
VF冖E1 1.8~3.2 

アイドル回転に戻す

暖機後エンジン回転数2500rpmで2分間保持 パルス発生※ OX+E1 

KNK←E1 暖機後エンジン回転数4000rpmで保持 パルス発生※ 

A/C ON (マグネットクラッチ ON) 7.5~14 
A/C←E1 

A/C OFF 0~1.5 

その他 A/C ON (マグネットクラッチ ON) 0~3 
ACMG←E1 

上記状態からスロットルバルブ全閉→全開 9~14 

エンジン停止, IG スイッチ ON 9~14 
FC→E1 

アイドル回転時 0~3 

エンジン停止, IG スイッチ ON 9~14 
TE1 

→E1 ダイアグノーシスコネクターのTE1→E1 端子間, TE2 0~3 
TE2+→E1端子間を短絡させる 

アクセル全開 0~3 
OP→E1 

アイドル回転時(オイルランプ消灯時) 9~14 

トランスミッションコントロールスイッチ ON 9~14 
SOL→E1 

トランスミッションコントロールスイッチ OFF 0~3 

E1 

E2 
E01→ボデーアース (導 通 点 検) (常 時 導 通) 

E02 
E21 

JAS584 
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〈参考〉 オシロスコープ波形

5V 20ms 測定端子 CH1: G1↔G- CI2: G2→G- 

CH3: NE→G- 
CH1 食品NO 

計器セット5V/DIV,20ms/DIV 

CH2 測定条件 暖機後,アイドル回転時 
AND 

青龍寺 エンジン回転数が高くなるにつれ

CH3 ① 各波形振幅は大きくなる。 
合GZD 

② 各波形周期は短くなる。 

A05124 

測定端子 SP1 →E 1 
20ms 5V 計器セット 5V/DIV, 20ms/DIV 

約20km/h走行時 測定条件

·車速が高くなるにつれ,波形周期は短くなる。 (株) 

・図はSP1がエンジン以外のシステムにも接続されている場 

GND 合であり,エンジンシステムのみがSP1に接続される場合は 

約5Vになる。 

A05135 

測定端子 CIII: IGT→E1 CH2: IGF→E1 

2V 計器セット 2V/DIV, 10ms/DIV 10ms 

測定条件 暖機後,アイドル回転時 

CH1 (1) エンジン回転数が高くなるにつれ、波形周期は短くなる。

⬅OND 

CH2 

含のZD 

A05121 

測定端子 #10,#20→E1 

20V 計器セット 20V/DIV, 20ms/DIV 20m5 

測定条件 暖機後,アイドル回転時 

エンジン回転数が高くなるにつれ,波形周期は短くなる。 条件:19 

GND 1. 

A05116 

測定端子 CH1: ISC 1 →E CI2: ISC2→E1 

CH3: ISC3←E1 ( CH4:ISC4→E1 20V 10ms 
CH1 

20V/DIV, 10ms/DIV 計器セット
會のZD 

測定条件 暖機後,アイドル回転時, 
CH2 

エアコンスイッチ OFF→ON ←GND 

エアコンスイッチ OFF→ON 時(アイドル回転数アップ)は CH3 (1) 

ISC4→ISC3→ISC2→ISC1の順に通電され,図のような波 會GZO 

形が出力される。CH4 
GND 

A05128 
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測定端子 EVP←E1 
50ms 5V 

計器セット 5V/DIV, 50ms/DIV 

測定条件 暖機後,アイドル回転時 

(株) ·状況により図の波形が発生しない場合がある。 

·状況によりデューティ比が異なる場合がある。 

AGZD 

A05141 

測定端子 OX←E1 
0.2V 0.5s 

計器セット0.2V/DIV, 0.5s/DIV 

測定条件 暖機後,エンジン回転数2500rpm保持 

GND 

A05132 

測定端子 KNK→E1 
05V 1ms 

計器セット 0.5V/DIV, 1 ms/DIV 

測定条件 暖機後,エンジン回転数4000rpmで保持 

第1章 ·エンジン回転数が高くなるにつれ,波形振幅は大きくなる。 

·波形振幅は車両ごとに若干異なる。 MOZD 

A05134 

... 
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2 コンピューターデータ点検 

(1) トヨタダイアグノーシスリーダーにプログラム ICカードを 

セットする。

(2) トヨタダイアグノーシスリーダーをダイアグノーシスコネク

ター端子に接続する。

(3) イグニッションスイッチをON または,エンジンを始動する。 

(4) トヨタダイアグノーシスリーダーにエンジンシステムコード

“818”を入力する。 

「チェック ナイヨウ センクク」にて「エンジンECU データ」 (5) 

を画面に表示させ,○スイッチを押す。 

3 コンピューターデータ読み取り上の注意 

コンピューターデータの値は,測定上のわずかな差,測定環境の 

違い,車両の経時変化などにより値が大きくバラツキ,明確な基 

準値(判定時)を示すことが困難である。 

農作業務 ·参考値内であっても不具合となる場合がある。 

·息つき、ラファイドルのような微妙な現象に対しては同型車 

同一条件でデータを比較し,コンビューターデータの全項目 

から総合的に判断する必要がある。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-78 
1G-FEエンジンーEFIシステム 

エンジンコンピューターデータ

項目 点検条件 参 考 値 異常時の点検項目

徐々に減少冷間始動~暖機運転 
PIM,THW,OX電圧 1.0~3.0msec アイドル回転時

TAU 吸気系エアもれ
2000rpm時 1.0~3.0msec 

燃圧

3000rpm時 1.0~3.0msec 

アイドル回転時(TE1 ON) 8~12°CA TE1電圧 

アイドル回転時(TE1 OFF) 12~16°CA 
IGt 

2000rpm時 20~35°CA PIM,THW,IDL電圧 

3000rpm時 25~40°CA 

エンジン停止(イグニッションスイッチ ON 時) 125ステップ エンジンコントロールコンピューター

冷間始動~暖機運転 徐々に減少

アイドル回転時 20~40ステップ THW電圧 ISC 
エアコンOFF→ON時 15〜30 ステップ増加 吸気系エアもれ,つまり 

各スイッチ信号2~6ステップ増加 A/T Nレンジ→D レンジ時 

ライトOFF→ON時 3~7ステップ増加 

エンジン停止(イグニッションスイッチ ON 時) 75rpm 
NE NE, G-信号 

ェンジンー定回転時 大きな変動がないこと

エンジン停止(イグニッションスイッチ ON時) 750~760mmHg 

アイドル回転時 100~400mmHg 
VC, PIM 電圧 PIM 

2000rpm時 100~400mmHIg 

3000rpm時 100~400mmllg 

冷間始動~暖機運転 徐々に上昇
THW THW 電圧 

完全暖機時 85~95℃ 

SPD 走行中(スピードメーターと比較) 大きな差がないこと SP1信号 

STA クランキング時 ON STA電圧 

IDL スロットルバルブ全閉→開時 ON→OFF IDL 電圧 

A/C ェアコンOFF→ON時 OFF→ON A/C 電圧 

NSW A/T Nレンジ→Dレンジ時 ON→OFF NSW電圧 

OX電圧,TAU,アース電位 
O2 2500rpm 一定回転時 rich/lean を繰り返す 

吸気系エアもれ,燃圧 

1 2 3 4 5 
補正フラグ

始動後増量 暖機後増量 A/F フィードバック ノック進角補正

2 1 3 4 5 6 7 8 
スイッチコンディション

STA IDL A/C NSW OX - DIAG 

JA5687 

- 
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6-79 
1G-FEエンジンーエンジンASSY 

T0028844 

エンジンASSY 

準備品

SST 

09213-54015 クランクシャフトブーリー クランクシャフトプーリー固定用

ホールディングツール

(90119-08216) ボルトウィズワッシャー クランクシャフトプーリー固定用

オイルフィルターレンチ09228-07500 オイルフィルター取りはずし用

09330-00021 コンパニオンフランジ クランクシャフトブーリー固定用

ホールディングツール

09816-30010 オイルプレッシャースイッチ オイルプッレシャースイッチおよびノックセン

ソケット サー脱着用

工 具 

09090-04010 エンジンスリングデバイス エンジン脱着用10 

2 

ホース気密保持用09258-00030 ホースプラグセット

5 
5 

ディープソケットレンチ(14㎜) エキゾーストフロントバイプ脱着用

10203 

計器

09843-18020 ダイアグノーシスチェックワイヤ ダイアグノーシスコネクター短絡用

油脂·その他 

キヤッスル·オートフルードD-Ⅱ オートマッチックトランスミッション補充用

30301 

トヨタ純正ロングライフクーラント 冷却水注入用

32001 

エンジンオイル 補充用

32101 

アドヘシブ 1324 オイルプレッシャースイッチ塗布用

50401 

針金(φ2㎜) A/Cコンプレッサー,P/Sポンプ吊り下げ 

52003 用
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6-80 
1G-FEエンジンーエンジンASSY 

TO020046 
エンジンASSY脱着 

締め付けトルクー覧表

(kg·cm) 

締め付け箇所 締め付けトルク 締め付け箇所 締め付けトルク

シリンダーブロックA/Cコンプレッサー 
A/Cコンプレッサー × 250 スチフナープレート × 380 

ブラケット クラッチハウジング

ベーンポンププーリー 440 ドライブブレート × トルクコンバーター 420 

P/S ベーンポンプ ブラケット 590 クランクシャフト ドライブプレート× × 750 

アジャスティングストラット 400 エンジンリヤマウンティング エンジンリヤサポート
× 250 

マニホールド 630*1 インシュレーター メンバーエキゾースト
× 

フロントパイプ コンバーター 440 エンジンリヤサポート
× ボデー 250 

メンバー
ディファレンシャル

プロペラシャフト × 380 
コンバニオンフランジ

エンジンフロントマウン
× フレーム 270 

ティングインシュレーター
プロベラシャフトセンター

× ボデー 375 
サポートペアリング

*1 再使用不可部品 

シリンダーブロック 730 
クラッチハウジング × 

スターター 475 

JA56S9 

脱着作業上の留意点

1 燃料流出防止作業 

(1) ラッケージコンパートメントフロアマットを取りはずす。 

(2) クリップ2個をはずし,ラッゲージコンパートメントトリムフ 

ロントカバーを取りはずす。

(3)フューエルポンプのコネクター(灰色2極)を切り離す。 

(4) エンジンを始動し,自然に停止した後にイグニッションスイッ 

チをOFFにする。 A03001 
(5) バッテリー(ターミナルを取りはずす。 

(6)フューエルポンプのコネクターを接続する。 

(7) ラッゲージコンパートメントトリムフロントカバーをクリップ 

2個で取り付ける。 

(8) ラッケージコンパートメントフロアマットを取り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-81 
1G-FEエンジンーエンジンASSY 

2 エンジンワイヤハーネス切り離し 

(1) エンジンワイヤハーネスは,エンジンコントロールコンピュー 

ター側のコネクターを切り離し,エンジンASSYと共に取りは 

ずす。

3 P/S ベーンポンプ取りはずし 

(1) プレッシャーフィードチューブおよびリターンホース付きで, P 

/S ベーンポンプを取りはずし針金などで吊っておく。 

4 A/C コンプレッサー取りはずし 

(1)ボルト4本を取りはずす。 

(2) 低,高圧ホース付きで,A/Cコンプレッサーを取りはずし針金 

などで吊っておく。

5 燃料漏れ点検 

(1)バッテリー(一)ターミナルを取り付ける。 

(2) ダイアグノーシスチェックワイヤを使用してダイアグノーシス 

コネクターのFp↔+B端子間を短絡する。 
印

教室等 短絡位置を間違えると故障の原因となるため,絶対に間違え 

ない。

(3) イグニッションスイッチをONにして,フェーエルポンプを作 +8 

動させる。

新潟県 エンジンは始動しない。Iol-23-1 A00591 
(4)燃圧のかかった状態で燃料系統の漏れを点検する。 
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6-82 
1G-FEエンジンーエンジンASSY 

T0020046 

パーシャルエンジン

分解構成図

ウォーターバイパスパイプNo2 ディストリビューターW/レジスティブコード 

ウォーターバイパスパイプNo1 
0 

2 ガスケット ね

T * 1 80 

3 
[T = 200 本

部

T - 180 
エキゾーストマニホールド

インテークエアコネクター
●ロリング 

3 

エンジンハンガー

T - 200 

エアパイプ
●ガスケット ーガスケット ボンドケーブル

〒- 350 √ ☆ エアコネクターステー 0 

シリンダーヘッドリヤプレート

130 6 
1 

エンジンマウンティングプラケット RH 
[T- 400 T- 300 ユニオン

ガスケット
兵庫

●オイルフィルター 

T - 195 T = 150 オイルブレッシャースイッチ

T - 450 
P/S ポンププラケット ノックセンサー

デリバリーバイプ W/プレッシャーレギュレーター 

185 T ●● 
オルタネータ· 

T (1) 450 スペーサー

● グロメット 

1 1 インジェクタ

- 375 T 

スペーサー インテークマニホールド
W/スロットルポデー 

T=130 参〇リング

●ガスケット T=320 3 ●ガスケット 
バルセーションダンパー

●ガスケット 
ファンベルトアジャスティングバー

インテークマニホールドステーNo2 T - 475 フェーエルバイプル1 1 
T - 180 

●ガスケット 3 -180 インテークマニホールドステー粕1 
月

T - 320 0 

●ガスケット 
ア- 280 A/Cコンプレッサーブラケット 

-185 フューエルフィルターTr 

-185 せ - 185 
- 185 オイルレベルゲージ&ガイド 

-185 
T - 350 

T - JB5 
エンジンマウンティングプラケットLH 

●ロリング 0 

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 
A03022 

~ 
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6-83 
1G-FEエンジンーエンジンASSY 

AOS034 

分解作業上の留意点

1 オイルプレッシャースイッチ取りはずし 

SST 09816-30010 

2 ノックセンサー取りはずし 

SST 09816-30010 

3 オイルフィルター取り付け

(1) エンジン側の取り付け面の汚れ,異物を取り除く。 

(2) 新品のオイルフィルターのOリングに少量のエンジンオイルを 

塗布する。

(3) Oリングが取り付け面に当たるまで手で取り付ける。 

(4) Oリングが取り付け面に当たってからさらに3/4回転SSTで 

締め付ける。

SST 09228-07500 
3/4回転 

R4561 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-84 
1G-FEエンジンーエンジンASSY 

4 オイルプレッシャースイッチ取り付け 

(1) ねじ部にアドヘシブ1324を塗布し,SSTを使用して取り付け 

る。

SST 09816-30010 

T=150kg・cm 

取り付け後,1時間以内はエンジンを始動しないで放置する。 673 

5 ノックセンサー取り付け 

(1) SST を使用して, ノックセンサーを取り付ける。 

SST 09816-30010 

T=450kg・cm 

6 ドライブプレート取り付け

(1) SSTを使用して,クランクシャフトを固定する。 
SST SST 09213-54015 09330-00021 90119-08216 

(2) ドライブプレートおよびスペーサー2枚をボルト6本でクラン 

クシャフトに取り付ける。

T=750kg·cm (ドライブブレート) 

R2064 AX9019 
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6-85 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

TOO20947 

エンジン本体

準備品

SST 

09213-54015 クランクシャフトブーリー固定用クランクシャフトブーリー

ホールディングツール

(90119-08216) ボルトウィズワッシャー クランクシャフトプーリー固定用

09223-00010 カバー アンド シール クランクシャフトフロントオイルシール取り付

リブレーサー け用

09223-15020 オイルシール アンド エンジンリヤオイルシール取り付け用

ベアリングリプレーサー

09330-00021 コンパニオンフランジ クランクシャフトプーリー固定用

ホールディングツール

09550-10012 リプレーサーセットB 

03 2 0 9 0 
0 C 3 0 

(09552-10010) リブレーサーハンドルNo2 プラグチューブガスケット取り付け用

3 

(09556-10010) ディファレンシャルドライブ プラグチューブガスケット取り付け用

ビニオンフロントベアリング
D 

リムーバー

09608-30022 フロントハブベアリング

リブレーサーセット00 
(09608-05010) ハンドル エンジンリヤオイルシール取り付け用

(※長さ 100mm) 

09636-20010 アッパーボールジョイント クランクシャフトフロントオイルシール取り付

ダストカバーリプレーサー け用

09904-00010 エキスパンダーセット カムシャフトNo1分解用 

種別紙製材料

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-86 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

09950-50010 プラーCセット 
MAx 
ぼ一方

31 
. 2 2 Am 

20 2 

(09951-05010) ハンガー150 クランクシャフトブーリー取りはずし用
15 

(09952-05010) スライドアーム クランクシャフトプーリー取りはずし用

> 

(09953-05020) センターボルト150 クランクシャフトブーリー取りはずし用
肺

(09954-05030) . クロウNo3 クランクシャフトプーリー取りはずし用

工具

09040-00010 ヘキサゴンレンチセット

(09043-20080) ソケットヘキサゴンレンチ8 シリンダーヘッドボルト脱着用

心 09090-04010 エンジンスリングデバイス エンジン吊り上げ用

A 

ディープソケットレンチ(14㎜) エキゾーストフロントバイプ脱着用

10203 

油脂·その他 

キヤッスル・オートフルードD-Ⅱ 補充用

30301 

キヤッスル・MPグリースNo.2 オイルシールリップ部塗布用

30201 

シールパッキンブラック シリンダーヘッドカバー・カムシャフトベアリ

50902 ングカップNo 1 塗布用 

トヨタ純正ロングライフクーラント 冷却水補充用

32001 

サンドペーパー(#400) クランクシャフト修正用

50801 

チョーク タイミングベルト合わせマーク記入用

52802 

エンジンオイル 各部塗布用

32101 

ボルト(M6,ピッチ1.0) カムシャフトサブギヤ固定用

54601 

カッターナイフ エンジンリヤオイルシール取りはずし用

50801 
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6-87 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

ビニールテープ エンジンリヤオイルシール取りはずし用

53702 

※…使用可能なハンドル型 SST 

単品(ハンドル)品番 セット親品番 長さ(mm) 単品(ハンドル)品番 セット親品番 長さ(㎜) 

158 09252-10010 09250-10011 88 09608-06020 09608-35014 

09252-10010 09550-10012 88 09550-05020 09550-55010 208 

09550-22011 158 09608-03020 09608-20012 208 09550-00020 

09550-10012 158 09631-00020 09620-30010 208 09552-10010 

09608-00020 09608-12010 158 09631-00020 09630-00012 208 

09608-04020 09608-30012 158 09631-12020 358 - 
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6-88 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

T0020040 

タイミングベルト

脱着構成図

ラジエーターホースNo1 T - 165 
エアホース (P/S アイドルプ ップ用) 

ファン W/カップリング 
エアクリーナーケース ウォーターポンプブーリー

● 

ファンシュラウドNo1 

ファンシュラウドNo2 
a 

クールエアインテークダクト

1 

ワイヤハーネス 4 
a ークリップ

7 

✓ タイミングベルトカバー102 

ワイヤハーネスプロテクター タイミングベルト

T -00 û0 

-60 T 

30 

タイミングベルトカバーNo4 

タイミングベルトガイド

T - 2200 
ガスケット

タイミングベルトカバーNo1 

クランクシャフトプーリー

Vベルト (A/Cコンプレッサー用) 

Vベルト(P/Sポンプ用) 

↓ 
Vベルト(オルタネーター用) エンジンアンダーカバーNo1 

5 
エアタンクカバーLH 

締め付けトルク(kg·cm) 
A08058 
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6-89 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

タイミングベルト取りはずし

1 エンジンアンダーカバーNo1およびエアタンクカバーLH取 

りはずし

2 冷却水抜き取り

3 クールエアインテークダクトおよびエアクリーナーケース取

りはずし

4 ラジエーターホースNo1取りはずし 

5 ファンシュラウド取りはずし

(1) ドライバーを使用してクリップ2個をはずし,ファンシュラウ 

ドNo.2を取りはずす。 

(2) ボルト2本をはずし,ファンシュラウドNo1を取りはずす。 

6 A/Cコンプレッサー用ベルト取りはずし 

7 ウォーターポンププーリーナットゆるめ
10 

8 オルタネーター用ベルト取りはずし

9 P/Sポンプ用ベルト取りはずし 

10 ファンW/カップリングおよびウォーターポンププーリー 

取りはずし

11 ワイヤハーネスプロテクター取りはずし
R2616 

12 ワイヤハーネス切り離し

13 タイミングベルトカバーNo.2取りはずし 

14 No.1シリンダー圧縮上死点セット 

SST 15 クランクシャフトプーリー取りはずし

(1) SSTを使用して,クランクシャフトプーリーセットボルトを取 

りはずす。

SST 09213-54015 - 09330-00021 90119-08216 

A03018 

(2) クランクシャフトプーリーセットボルトをクランクシャフトに 

2~3山ねじ込む。 

(3) SSTを使用して,クランクシャフトプーリーを取りはずす。 

SST SST 09951-05010 09952-05010 09953-05020 

09954-05030 

センターボルト150のねじ部および先端部に油脂類を塗布 (株) 

して使用する。

保持

駆動

センターボルト150 

スライドアーム

ハンガー

クロウト3 

A09932 
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6-90 1G-FE エンジンーエンジン本体 

16 タイミングベルト取りはずし

(1) タイミングベルトカバーNa1を取りはずす。 

(2) タイミングベルトガイドを取りはずす。 ○ 

(3) タイミングベルト背面にチョークなどで回転方向のマークを付 

ける。

(4) タイミングベルトアイドラーNa1のボルトをゆる。 

(5) タイミングベルトアイドラーNo1を外側にずらし,タイミング 

ベルトの張りをゆるめて固定する。

(6)タイミングベルトを取りはずす。 
A05302 

タイミングベルト取り付け

1 タイミングベルト取り付け 

(1) タイミングベルトの回転方向を確認し,クランクシャフトタイ 

ミングプーリー,オイルポンプドライブプーリー,タイミングベ 

ルトアイドラーNo.1およびNo2にタイミングベルトをかける。 

(2) タイミングベルトガイドをツバ側がエンジンフロント方向にな 

るように組み付ける。

R1974 

(3) タイミングベルトカバーNa1を取り付ける。 

T=60kg・cm 

SST (4) クランクシャフトプーリーをクランクシャフトに挿入し,プー 

リーセットボルトを取り付ける。

(5) SSTを使用してクランクシャフトプーリーを固定して,クラン 

クシャフトプーリーセットボルトを規定トルクで締め付ける。

SST 09213-54015 90119-08216 09330-00021 

T=2200kg・cm 

A09018 

(6) クランクシャフトプーリーの切り欠きとタイミングベルトカ 

バーNo.1の0マークを合わせる。 

A05303 
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6-91 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

(7) カムシャフトタイミングプーリーの穴とカムシャフトベアリン 

グキャップのマークが合っていることを確認する。

(8) タイミングベルトカバーNo.4を取りはずす。 

A05471 

(9) クランクシャフトタイミングプーリー, オイルポンプドライブ 

プーリー,タイミングベルトアイドラーNo2およびカムシャフ 

トタイミングプーリー間に張りを持たせ,タイミングベルトを 

取り付ける。

(1) 各合わせマークがずれないようにする。

(10) タイミングベルトラーNo1のボルトをゆるめ,タイミン 

グベルトに張力をかける。

タイミングベルトアイドラーNo1が動いた時点で,それ以上 衞平寿命

ボルトをゆるめない。
A05470 

(11) クランクシャフトを回転方向に2回転させ,クランクシャフト 

タイミングプーリーとカムシャフトタイミングプーリーの各合

わせマークが合っていることを確認する。

教育士会 絶対に逆回転させない。

10 
(12) タイミングベルトアイドラーNa1のボルトを締め付ける。 

T=220kg·cm 

(13) タイミングベルトカバーNa4を取り付ける。 

2 タイミングベルトカバーNo2取り付け A05301 
T=60kg・cm 

ワイヤハーネス接続3 

ワイヤハーネスプロテクター取り付け4 

5 ウォーターポンププーリーおよびファン W/カップリング 

仮付け

6 P/Sポンプ用ベルト取り付け 

7 オルタネーター用ベルト取り付け

8 ウォーターポンププーリーナット締め付け

T=165kg-cm 

A/Cコンプレッサー用ベルト取り付け 9 

10 ファンシュラウド取り付け

(1)ボルト2本でファンシュラウドNo1を取り付ける。 

(2) クリップ2個でファンシュラウドNo2を取り付ける。 

ラジエーターホースNo.1取り付け 11 

12 エアクリーナーケースおよびクールエアインテークダクト取

り付け

冷却水注入13 

14 冷却系統漏れ点検

エンジンアンダーカバーNo1およびエアタンクカバーLH取 15 

り付け
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6-92 1G-FEエンジンーエンジン本体 

¥002004事 

プラグチューブガスケット

脱着構成図

エアクリーナーホースNo1 

エアバイブ

インテークエアコネクター

〒= 85 
エアホース

8
0

 (P/Sアイドルアップ用) 

貴
T =05 

T - 85 3 
シールワッシャーG 

シールフッシャー

目 シリンダーヘッドカバー

ガスケット

ガスケット

10 ●プラグテューブガスケット 

アクセルレーターケーブル

レジスティブコード

スロットルケーブル

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg・cm) A05284 
A03035 
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6-93 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

プラグチューブガスケット交換

1 バッテリー(ターミナル取りはずし 

2 エアクリーナーホースNo1取りはずし 

3 インテークエアコネクター取りはずし

(1)ベンチレーションホース2本を取りはずす。 

(2) ボルト4本をはずし,ガスケットとともにインテークエアコネ 

クターを車両右側へずらして取りはずす。

4 アクセルレーターケーブル取りはずし
A05307 

5 スロットルケーブル取りはずし

6 レジスティブコード取りはずし

7 P/Sアイドルアップ用エアホース取りはずし 

8 シリンダーヘッドカバー取りはずし

(1)ボルト2本をはずし,エアパイプを取りはずす。 

(2) ボルト6本,ナット2個およびシールワッシャーをはずし,シリ 

ンダーヘッドカバーをガスケットとともに取りはずす。

9 プラグチューブガスケット取りはずし 

(1) (ライバーを使用して取りはずす。 

R1426 

10 プラグチューブガスケット取り付け 

(1) SSTを使用して,新品のガスケットをシリンダーヘッドカバー 
IK 

の端面と面一になるように打ち込む。

SST 09552-10010 09556-10010 

SST 

11 シリンダーヘッドカバー取り付け R1427 
(1) カバーおよびシリンダーヘッドの取り付け面を脱脂する。 

(2) セミサーキュラープラグおよびカムシャフトベアリングキャッ 

プNo.1のコーナー部にシールパッキンブラックを塗布し,5分 

以内にガスケットを介してシリンダーヘッドカバーを取り付け

る。

(3) シールワッシャーを介して,ボルト6本およびナット2個を均 

等に締め付ける。

T=65kg.cm 
10 取り付け後,2時間以内はエンジンを始動しないで放置する。 

(4) ) ボルト2本でエアパイプを取り付ける。 
シールバッキンプラック抜布図所 R1446 
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6-94 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

12 P/Sアイドルアップ用エアホース取り付け 

13 レジスティブコード取り付け

14 スロットルケーブル取り付け

15 アクセルレーターケーブル取り付け

16 インテークエアコネクター取り付け

(1)クランプに合わせ,ガスケットを介してボルト4本でインテー 

クエアコネクターを取り付ける。

T=65kg.cm 

(2) ベンチレーションホース2本を取り付ける。 

17 エアクリーナーホースNo1取り付け 

18 バッテリー(一)ターミナル取り 
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6-95 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

T0020200 

カムシャフトオイルシール

脱着構成図

ラジエーターホース出1 - 165 T 
エアホース (P/Sアイドルアップ用) 

ファン W/カップリング ウォーターポンププーリーエアクリーナーケース
2) 

ファンシュラウドNo1 

ファンシュラウ FM2 
… 

クールエアインテークダクト

一

ワイヤハーネス

8
1

 

クリップ
4 

タイミングベルトカバーNo2 00 

ワイヤハーネスプロテクター タイミングベルト

白T - 80 

- 60 

白

タイミングベルトカバーNo4 

タイミングベルトガイド

T = 2200 
ガスケット

タイミングベルトカバーNo1 

クランクシャフトブーリー

Vベルト (A/C コンプレッサー用) 

Vベルト (P/Sポンプ用) 

↓ 

Vベルト(オルタネーター用) エンジンアンダーカバー比1 

2 
エアタンクカバーLH 

·締め付けトルク(kg·cm) A09059 
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6-96 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

エアクリーナーホースNo1 

エアバイブ
インテークエアコネクター

8 
11 65 

エアホース

7 (P/Sアイドルアップ用) 

T - 65 
T - 65 

3 
シールワッシャー30 

シールワッシャー

シリンダーヘッドカバー

(1) アクセルレーターケーブル

ガスケット

·ガスケット 

レジスティブコード

スロットルケーブル

T-150 

カムシャフトタイミングブーリー

1 

カムシャフトベアリングキャップ

●オイルシール 

T - 475 

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) 
A05277 A00096 
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6-97 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

カムシャフトオイルシール交換

1 タイミングベルト取りはずし 

(「エンジン木体」ー「タイミングベルト」参照) 

2 インテークエアコネクター取りはずし 

(1)ベンチレーションホース2本を取りはずす。 

(2) ボルト4本をはずし,ガスケットとともにインテークエアコネ 

クターを車両右側へずらして取りはずす。

3 アクセルレーターケーブル取りはずし
A05307 

スロットルケーブル取りはずし4 

5 レジスティブコード取りはずし

P/S アイドルアップ用エアホース取りはずし 6 

7 シリンダーヘッドカバー取りはずし

(1)ボルト2本をはずし,エアパイプを取りはずす。 

(2) ボルト6本,ナット2個およびシールワッシャーをはずし,シリ 

ンダーヘッドカバーをガスケットとともに取りはずす。
! 

カムシャフトタインミングプーリー取りはずし8 
(1) カムシャフトNo.2のサービス用六角部を使用してカムシャフト 

を固定し, プーリーセットボルトを取りはずす。 

(2) カムシャフトタイミングプーリーを取りはずす。 

9 カムシャフトオイルシール交換

(1) カムシャフトベアリングキャップNo1を取りはずす。 

A05306 

(2) カムシャフトオイルシールを取りはずす。 

(3) 新品のオイルシールのリップ部にキャッスル·MPグリースNo 

2を塗布し,リップ部側からカムシャフトに挿入する。 

数  ・リップを反転させない。 

·シリンダーヘッド最深部まで確実に挿入する。 

R2023 

(4) カムシャフトベアリングキャップNo1の取り付け面を脱脂する。 

(5) ベアリングキャップの図の箇所にシールパッキンブラックを塗 

布し,5分以内にシリンダーヘッドに取り付けてポルトを均等 

に締め付ける。

T=150kg・cm 

第33回線 取り付け後,2時間以内はエンジンを始動しないで放置する。 

シールバッキンプラック協布設所 R1366 
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6-98 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

10 カムシャフトタイミングプーリー取り付け 

(1) カムシャフトNo2のサービス用六角部を使用して,カムシャフ 

トタイミングプーリーをカムシャフトに取り付ける。

T=475kg·cm 

A05306 

11 シリンダーヘッドカバー取り付け 

(1) カバーおよびシリンダーヘッドの取り付け面を脱脂する。 

(2) セミサーキュラプラグおよびカムシャフトベアリングキャップ 

Na1のコーナー部にシールパッキンブラックを塗布し,5分以 

内にガスケットを介してシリンダーヘッドカバーを取り付ける。

(3) シールワッシャーを介して、ボルト6本およびナット2個を均 

等に締め付ける。

T=65kg·cm 

取り付け後,2時間以内はエンジンを始動しないで放置する。 シールバッキンブラック塗布箇所 R1446 
(4) ボルト2本でエアパイプを取り付ける。 

12 P/Sアイドルアップ用エアホース取り付け 

13 レジスティブコード取り付け

14 スロットルケーブル取り付け

15 アクセルレーターケーブル取り付け

16 インテークエアコネクター取り付け

(1)クランプに合わせ,ガスケットを介してボルト4本でインテー 

クエアコネクターを取り付ける。

T=65kg-cm 

(2) ベンチレーションホース2本を取り付ける。 

17 タイミングベルト取り付け 

(「エンジン木体」-「タイミングベルト参照) 
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6-99 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

To026951 

カムシャフトNo.1 

脱着構成図

エアクリーナーホースNo1 

エアバイブ

8 インテークエアコネクター

T - 65 

Tia エアホース
(P/Sアイドルアップ用) 

7 ⬅65 

IT -65 
3 シールワッシャ

5 シールワッシャー0
月
 ガスケット

3 ーシリンダーヘッドカバー

ガスケット

Y = 150 

カムシャフトベアリングキャップ

150 - 

カムシャフトベアリングキャップ

カムシャフトサブギャ

カムシャフトNo1 

アクセルレーターケーブル

シサーズギャスナップリング

ウェーブワッシャー

レジスティブコード

スナップリング

スロットルケーブル

·締め付けトルク(kg·cm) 
A P023 A05278 
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6-100 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

カムシャフトNo1取りはずし 

1 バッテリー(ターミナル取りはずし 
0 

2 エアクリーナーホースNo1取りはずし 

3 インテークエアコネクター取りはずし

(1) ベンチレーションホース2本を取りはずす。 

(2) ボルト4本をはずし,ガスケットとともにインテークエアコネ 

クターを車両右側へずらして取りはずす。

4 アクセルレーターケーブル取りはずしA05307 
5 スロットルケーブル取りはずし

6 レジスティブコード取りはずし

7 P/S アイドルアップ用エアホース取りはずし 

8 シリンダーヘッドカバー取りはずし

(1)ボルト2本をはずし,エアパイプを取りはずす。 

(2) ボルト6本,ナット2個およびシールワッシャーをはずし,シリ 

ンダーヘッドカバーをガスケットとともに取りはずす。

9 カムシャフトNo1取りはずし 

総工業費 カムシャフトスラストクリアランスを小さくしているので, 

カムシャフトを水平に保持しながら脱着しないと無理な力が

スラスト部にかかり,シリンダーヘッドジャーナルのスラス 

ト部にバリが発生するので必ず次の要領に従って作業を行

う。

(1)クランクシャフトを正回転させ,カムシャフトNo.1のサブギャ 

固定用ボルト穴位置が真上になるようにし,Na3およびNo.5シ 

リンダーのカムノーズが下方となり,同一リフト量になるよう 
No5 No3 

にセットする。

No5 〈参考) バルブのリフト量はシリングーヘッド上のバルプリフターの

位置関係で確認する。

(2) カムシャフトNo.1のカムシャフトベアリングキャップNo.1を取 

No3 りはずす。

R1823 

(3) サブギャをボルト(M6,P1.0)でドリブンギヤに固定する。 

参考値 T=55kg.cm 

ポルト(M6,P1.0) 
R2024 
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6-101 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

(4) 図の順序でカムシャフトNo1の各カムシャフトベアリング 

キャップを取りはずす。

①カムシャフトベアリングキャップNo2 

②カムシャフトベアリングキャップNo.7 

③カムシャフトベアリングキャップNo3 

④カムシャフトベアリングキャップNo5 

① ③ ④ ② 

R1933 

(5) カムシャフトベアリングキャップNa4およびNo.6の取り付けボ 

ルトをカムシャフトNo1が水平に浮き上がるよう均等にゆるめ、 

カムシャフトベアリングキャップおよびカムシャフトNo1を取 

りはずす。

(13) ·カムシャフトを工具などでこじて無理な力を加えない。 

·シリンダーヘッド側スラスト受け部に傷をつけない。 

·カムシャフトがかつぎ,水平に浮き上がらない場合はカム 

No4 14.6 シャフトベアリングキャップNo4およびNo6を均等に取り付 

けた後,残りのベアリングを再組み付けし,再度上記(1)〜(5) 
R1824 

の作業を行う。

カムシャフトNo.1分解 

1 サブギヤ取りはずし 

(1) カムシャフトのサービス用六角部をアルミなどの口金を介して、 

バイスに固定する。

R1410 

(2) カムシャフトのジャーナル部に2~3重に厚手のウエスを当て、 
ボルト (M6) 

図に示すように角軸150㎜ドライバーをサブギヤのボルトとカ 

ムシャフトのジャーナル部間にセットする。

(4) 角軸150㎜のドライバーの平面部分をジャーナル部に当て支点 

とし,サブギヤのボルトを作用点としてサブギャに右回転の力 

を加え,サブギヤ固定用ボルトを取りはずす。 

(1) ·カムシャフトのジャーナル部を傷つけない。 

·ボルトが十分サブギヤにかかっていることを確認する。 

R1411 

(5) SST を使用して,スナップリングを取りはずす。 

09904-00010 SST 09904-00040 

SST (6) ウェーブワッシャー,サブギヤおよびカムシャフトギヤスプリ 

ングを取りはずす。

R1412 
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6-102 1G-FEエンジンーエンジン本体 

カムシャフトNo1組み付け 

1 サブギヤ取り付け 

(1) カムシャフトのサービス用六角部をアルミなどの口金を介して、 

バイスに固定する。

R1432 

カムシャフトギヤスプリング,サブギヤおよびウェーブワッ (2) 
ウェーブワッシャー

シャーをカムシャフトドリブンギヤに取り付ける。

サブキャ

カムシャフト
ギャスプリング

( 

R1433 

(3) SSTを使用して,スナップリングを取り付ける。 

SST 09904-00010 09904-00040 

SST 

R1412 

(4)サブギヤの図の位置にボルト(M6)を入れる。 

(5) カムシャフトのジャーナル部に2~3重に厚手のワエスを当て、 
ボルト (M6) 

図のように角軸150㎜ドライバーをサブギヤに入れたボルトと 

カムシャフトのジャーナル部間にセットする。

(6) 角軸150mmドライバーの平面部分をジャーナル部に当て支点と 

し,サブギャに入れたボルトを作用点としてサブギヤを右回転 

させ,サブギヤ固定用ボルト穴とドリブンギャのネジ穴を合わ 

せ,固定用ボルト(M6,P1.0)を手で締め込む。 

ポルト (M6, P1.0) 
(7) サブギヤとドリブンギヤの歯先が一致する位置で固定用ボルト 

R1434 
を締め付ける。

参考値 T=55kg·cm 

機能̃(機 ・カムシャフトのジャーナル部を傷つけない。

·ボルトが十分サブギヤにかかっていることを確認する。 

〈参考〉 カムシャフト取り付け時,サブギヤに作用するスプリング力 

が影響しないよう行う。

(8) 固定用ボルト(M6,P1.0)取り付け後,ボルト(M6)を取り 

はずす。

... 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-103 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

カムシャフトNo.1取り付け 

1 カムシャフトNo1取り付け 

(1) カムシャフトNo2のNo1シリンダーのカムノーズが真上にある 

ことを確認する。

(2) カムシャフトのカム,ギヤ部およびシリンダーヘッドのジャー 

ナル部にエンジンオイルを塗布する。

R1825 

(3) カムシャフトNo.1およびNo.2のギャ後面の組み付けマークが一 

致するようカムシャフトNo1をカムシャフトNo2のギヤ上を移 

動させ,シリンダーヘッドに軽くのせる。 

(4) 無理な力を加えないでカムシャフトNo1をリヤ側へ軽く押し付 

ける。

組み付け マーク 

R1825 

(5) カムシャフトベアリングキャップNo4およびNo6を取り付け。 

ベアリングキャップがシリンダーヘッドに触れるまで各ボルト

を均等に仮締めする。

カムシャフトを水平にかつスムースに沈み込ませる。(株) 

(6) サブギヤ固定用ボルトを取りはずす。 

カムシャフトベアリングキャップNo1をシリンダーヘッドに取 (7) 

り付ける。

·カムシャフトベアリングキャップNo1とシリンダーヘッドの No4 No6 第15日(金) 

合わせ面にすき間がないことを確認する。
R1824 

・カムシャフトベアリングキャップNo1とシリンダーヘッドの 

カラーとのかん合がかたい場合は,手でベアリングキャップ 

を押し付ける。ハンマーなどでベアリングキャップを打ち込

まない。

(8)ボルトを均等に仮締めする。 

(9) カムシャフトベアリングキャップNo2,Na5およびNo7を 

取り付け,各ボルトを均等に仮締めする。 

(10) 各カムシャフトベアリングキャップを均等に規定トルクで締め 

付ける。

T=150kg・cm 

No5 No7 No2 No3 

R1937 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-104 1G-FEエンジンーエンジン本体 

2 シリンダーヘッドカバー取り付け 

(1) カバーおよびシリンダーヘッドの取り付け面を脱脂する。 

(2) セミサーキュラープラグおよびカムシャフトベアリングキャッ 

プNo1のコーナー部にシールパッキンブラックを塗布し,5分 

以内にガスケットを介してシリンダーヘッドカバーを取り付け

る。

(3) シールワッシャーを介して,ボルト6本およびナット2個を均 

等に締め付ける。

T=65kg.cm 
シールバッキンプラック独布箇所 R1446 

取り付け後,2時間以内はエンジンを始動しないで放置する。 ① ⑥ 

(4)ボルト2本でエアパイプを取り付ける。 

3 P/S アイドルアップ用エアホース取り付け 

4 レジスティブコード取り付け

5 スロットルケーブル取り付け

6 アクセルレーターケーブル取り付け

7 インテークエアコネクター取り付け

(1) クランプに合わせ,ガスケットを介してボルト4本でインテー 

クエアコネクターを取り付ける。

T=65kg·cm 

(2) ベンチレーションホース2本を取り付ける。 

8 エアクリーナーホースNo1取り付け 

バッテリー(ターミナル取り付け 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-105 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

10026052 

カムシャフトNo2 

脱着構成図

ラジエーターホース施1 185 1 

エアホース (P/S アイドルプ用) 

ファン W/カップリング ウォーターポンププーリーエアクリーナーケース
A 

ファンシュラウドNo1 

ファンシュラウ ドNo2 
(1) 

クールエアインテークダクト楮沢字大沢町

ワイヤハーネス 1 
ークリップ1) 

0 

✓80 タイミングベルトカバーNo2 

ワイヤハーネスプロテクター タイミングベルト

T - 60 √ 

- 80 T 

BB 

タイミングベルトカバーNo4 

タイミングベルトガイド

7 -2200 
ガスケット

タイミングベルトカバーNo1 

クランクシャフトブーリー

Vベルト (A/Cコンプレッサー用) 

Vベルト(P/Sポンプ用) 

↓ 

Vベルド(オルタネーター用) エンジンアンダーカバー比1 

ヒ
エアタンクカバー LH 

締め付けトルク(kg·cm) A09053 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-106 1G-FEエンジンーエンジン本体 

ェアクリーナーホースNo1 

ーエアパイプ
インテークエツコネクター4

0
 T = 65 

エアホース

普
(P/Sアイドルアップ用) 

4 T - 85 

m 65 T 

3 
シールワッシャー- 

9 
シールワッシャー

ガスケット

·シリンダーヘッドカバー 

·ガスケット 

T -150 

T = 150 
カムシャフトベアリングキャップ

カムシャフト版2 

カムシャフトベアリングキャップ

T - 150 

アクセルレーターケーブル

カムシャフトベアリングキャップNo1 

T = 475 (カムシャフトNo1用) 

●オイルシール 

カムシャフトタイミングプーリー

レジスティブコード

スロットルケーブル

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) A05276 A03037 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-107 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

カムシャフトNo.2取りはずし 

1 タイミングベルト取りはずし 

(「エンジン木体」-「タイミングベルト」参照) 

2 インテークエアコネクター取りはずし 

(1)ベンチレーションホース2本を取りはずす。 

(2) ボルト4本をはずし,ガスケットとともにインテークエアコネ 

クターを車両右側へずらして取りはずす。

3 アクセルレーターケーブル取りはずし
A05307 

4 スロットルケーブル取りはずし

5 レジスティブコード取りはずし

6 P/S アイドルアップ用エアホース取りはずし 

7 シリンダーヘッドカバー取りはずし

(1) ボルト2本をはずし,エアパイプを取りはずす。 

(2) ボルト6本,ナット2個およびシールワッシャーをはずし,シリ 

ンダーヘッドカバーをガスケットとともに取りはずす。

8 カムシャフトタイミングプーリー取りはずし

(1) カムシャフトNa2のサービス用六角部を使用してカムシャフト 

を固定し,プーリーセットボルトを取りはずす。 

9 カムシャフトNo2取りはずし 

総合セン等 カムシャフトスラストクリアランスを小さくしているので, 

カムシャフトを水平に保持しながら脱着しないと無理な力が

スラスト部にかかり,シリンダーヘッドジャーナルのスラス 

卜部にバリが発生するので必ず次の要領に従って作業を行

う。
A05305 

(1) サービス用六角部を使用してカムシャフトNo.2を回転させ,カ 

ムシャフトNo1のサブギヤ固定用ボルト穴位置が真上になるよ 

うにする。

(2) カムシャフトNo.1のカムシャフトベアリングキャップNo1を取 

りはずす。

(3) サブギヤをボルト(M6,P1.0)でドリブンギャに固定する。 

参考値T=55kg・cm 

ボルト (M6, P1.0) 
R2024 

(4) サービス用六角部を使用してカムシャフトNo.2のNo.2 が2 
10.6 

6シリンダーのカムノーズが下方となり,同一リフト量となる No2 
10 ようにセットする。

〈参考〉 バルブのリフト量はシリンダーヘッド上のバルブリフターの

位置関係で確認する。

(5) カムシャフトNo2のカムシャフトベアリングキャップNo1およ 
No 

びオイルシールを取りはずす。

R2025 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-108 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

(6) 図の順序でカムシャフトNo2の各カムシャフトベアリング 

キャップを取りはずす。
④ ② ③ 

①カムシャフトベアリングキャップN2 

②カムシャフトベアリングキャップNo 

3カムシャフトベアリングキャップNa4 

④ カムシャフトベアリングキャップNo.5 

R1930 

(7) カムシャフトベアリングキャップNa3およびNo.7の取り付けボ 

ルトをカムシャフトNo2が水平に浮き上がるよう均等にゆるめ。 13 No7 

カムシャフトベアリングキャップおよびカムシャフトNo2を取 

りはずす。

教育学習課 ・カムシャフトを工具などでこじて無理な力を加えない。

·シリンダーヘッド側スラスト受け部に傷をつけない。 

·カムシャフトがかつぎ、水平に浮き上がらない場合はカム 

シャフトベアリングキャップNo3およびNo7を均等に取り付 

けた後,残りのベアリングを再組み付けし,再度上記(1)〜(7) 
R1931 

の作業を行う。

カムシャフトNo.2取り付け 

1 カムシャフトNo2取り付け 
(1)カムシャフトNo1のNo1およびNo6シリンダーのカムノーズが 

水平になっていることを確認する。

(2) カムシャフトのカム,ギャ部およびシリンダーヘッドのジャー 

ナル部にエンジンオイルを塗布する。

(3)カムシャフトNo1およびNo2のギャ後面の組み付けマークがー 

致するようカムシャフトNo2をカムシャフトNo1のギャ上を移 

動させ,シリンダーヘッドに軽くのせる。 

第 31節 シリンダーヘッド側スラスト受け部に傷をつけない。

(4) 無理な力を加えないでカムシャフトNo.2をフロント側へ押 

し付ける。
組み付け
マーク

R1814 

(5) カムシャフトベアリングキャップNo 3 8 8 7 2 2 を取り付け, 

No7 ベアリングキャップの合わせ面ががシリンダーヘッドに触れるNo3 

まで各ボルトを均等に仮締めする。

(株) カムシャフトを水平にかつスムースに沈み込ませる。

R1931 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-109 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

(6) 新品のオイルシールのリップ部に少量のキャッスル・MPグ 

リースNo2を塗布し、リップ部側からカムシャフトに挿入する。 

315 ·リップを反転させない。 

·シリンダーヘッド最深部まで確実に挿入する。 

R2027 

(7) カムシャフトベアリングキャップNo1(カムシャフトNo2側)の 

取り付け面を脱脂する。

(8) ベアリングキャップの図の箇所にシールパッキンブラックを塗 

布し,5分以内にシリンダーヘッドに取り付ける。 

·カムシャフトベアリングキャップNo1とシリンダーヘッドの 教育費

合わせ面にすき間がないことを確認する。

·カムシャフトベアリングキャップNo1とシリンダーヘッドの 

カラーとのかん合がかたい場合は,手でベアリングキャップ 

を押し付ける。ハンマーなどでベアリングキャップを打ち込
シールバッキンプラック塗布箇所 R1366 

まない。

·組み付け後,2時間以内はエンジンを始動しないで放置する。 

(9) ボルトを均等に仮締めする。 

(10) カムシャフトベアリングキャップNo.2,No.4,No.4,No.5を 

取り付け,各ボルトを均等に仮締めする。 

No2 No5 No6 14 (11) 各カムシャフトベアリングキャップを均等に規定トルクで締め 

付ける。

T=150kg・cm 

(12) カムシャフトNa1のサブギヤ固定用ボルトを取りはずす。 ✓ 

(13) カムシャフトNo1のカムシャフトベアリングキャップNo1をシ 10 

リンダーヘッドに取り付ける。

教室韜D  ·カムシャフトベアリングキャップNo1とシリンダーヘッドの 
R2023 

合わせ面にすき間がないことを確認する。

·カムシャフトベアリングキャップNo1とシリンダーヘッドの 

カラーとのかん合がかたい場合は、手でベアリングキャップ

を押し付ける。ハンマーなどでベアリングキャップを打ち込

まない。

(14)ボルトを均等に規定トルクで締め付ける。 

T=150kg·cm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-110 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

2 カムシャフトタイミングプーリー取り付け 

(1) カムシャフトのサービス用六角部を使用して,カムシャフトタ 

イミングプーリーをカムシャフトに取り付ける。

T=475kg·cm 

A05306 

3 シリンダーヘッドカバー取り付け 

(1)カバーおよびシリンダーヘッドの取り付け面を脱脂する。 

(2) セミサーキュラープラグおよびカムシャフトベアリングキャッ 

プNo1のコーナー部にシールパッキンブラックを塗布し,5分 

以内にガスケットを介してシリンダーヘッドカバーを取り付け

る。

(3) シールワッシャーを介して,ボルト6本およびナット2個を均 ( 
等に締め付ける。

T=65kg·cm 
シールバッキンキンプラック塗布箇所 R1445 

教育学部等 取り付け後,2時間以内はエンジンを始動しないで放置する。 

(4)ボルト2本でエアパイプを取り付ける。 

4 P/Sアイドルアップ用エアホース取り付け 

5 レジスティブコード取り付け

6 スロットルケーブル取り付け

7 アクセルレーターケーブル取り付け

8 インテークエアコネクター取り付け

(1) クランプに合わせ,ガスケットを介してボルト4本でインテー 

クエアコネクターを取り付ける。

T=65kg・cm 

(2) ベンチレーションホース2本を取り付ける。 

9 タイミングベルト取り付け 

(「エンジン木体」-「タイミングベルト」参照) 

( 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-111 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

TOC26063 

シリンダーヘッドガスケット

脱着構成図

ラッケージコンパートメントトリム
フロントカバー

10 
フューエルポンプ用コネクター

0 

ラッゲージコンバートメント
フロアマット

-
-
-
 

A02404 A0B089 
ACG024 
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6-112 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

ラジエーターホースNo1 
T - 105 

エアホース (P/S アイドルアップ用) 

ファン W/カップリング エアクリーナーケース ウォーターポンププーリー
( 

ファンシュラウ Fk1 

ファンシュラウ /k2 
(㎡) 

クールエアインテークダクト

1 

ワイヤハーネス f 
クリップ

0 

黄疸 タイミングベルトカバーNo2 

ワイヤハーネスプロテクター タイミングベルト

γ -00 位

イ- 60 

Ba 

タイミングベルトカバー14 

タイミングベルトガイド

T - 2200 
ガスケット

タイミングベルトカバーNo1 

クランクシャフトブーリー

Vベルト(A/C コンプレッサー用) 

✓ベルト (P/Sポンプ用) 

4 
Vベルト(オルタネーター用) エンジンアンダーカバーNo1 

6 
エアタンクカバーLH 

締め付けトルク(kg·cm) 
A08058 

… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-113 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

ディストリビューター W/レジスティブコード 
エアクリーナーホースNo1 

インテークエアコネクター

T 編05 

●クリング T - 200 
べ- 65 

T - 05 
6 シールワッシャー

エアバイプ B 
← ガスケット

1 日
シリンダーヘッドカバー

0 

ガスケット

了- 150 
T - 150 

●ガスケット カムシャフトNo2 

カムシャフトベアリングキャップ カムシャフトベアリングキャップ

1 440 

●オイルシール 
カムシャフトNo1 

カムシャフトタイミングプーリー
アクセルレーター
ケーブル

- 150 T 

エキゾーストフロントバイプクランプ
No1 

T = 475 T - 650 
スロットルケーブル

T - 630 
ワッシャ ( ウォーターバイパスホース

エキゾーストフロントバイブ
カムシャフトベアリングキャップ

T - 65 シリンダーヘッド W/マニホールド 

3 ▶ガスケット 

(株)リング 
ウォーターバイパス
アウトレット

0 0 
●ガスケット 

ウォーターバイパスパイプNo1 ヒーターウォーターホース

●ガスケット ●0リング T = 320 
フューエルリターンホース パルセーションダンバー

T = 450 3 T 100 

フューエルパイプ油1 1 

インテークマニホールドステーM2 

T -105 

- 
T =130 

& 
オイルレベルゲージオルタネーター

T -185 

●0リングー ○ 80 
-185 T 

インテークマニホールドステール1 

締め付けトルク(kg·cm) ●…再使用不可部品 

A09052 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-114 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

シリンダーヘッドガスケット取りはずし

1 燃料流出防止作業

2 エンジンアンダーカバーNo.1 およびエアタンクカバーLH取 

りはずし

3 冷却水抜き取り

4 タイミングベルト取りはずし 

(「エンジン木体」-「タイミングベルト」参照) 

5 カムシャフトNo2取りはずし A00001 
(「エンジン木体」-「カムシャフトNa2」参照) 

6 カムシャフトNo1取りはずし 

(「エンジン木体」ー「カムシャフトNo1」参照) 

7 エキゾーストフロントパイプ取りはずし

8 インテークマニホールドステーNo.1およびNo.2取りはずし 

9 オイルレベルゲージおよびガイド取りはずし 

10 フューエルパイプNo1取りはずし 

(1) フューエルパイプラインに若干残圧があるため,ウエスなど 

で覆い、燃料の飛散を防ぐ。

(1) パルセーションダンパーおよびガスケットを取りはずす。 

(2) インテークマニホールド下部のナットをはずし,フューエルパ 

イプNo1取りはずす。 

11 フューエルリターンホース取りはずし 

12 バキュームホース(ブースター用,バキュームセンサー用。 

キャニスターパージ用)取りはずし A05288 
13 ワイヤハーネス切り離し 

(1) エンジンコントロールコンピューター側のコネクターを切り離 

し,エンジンワイヤを車両左側から取りはずす。 

14 オルタネーター取りはずし

15 ディストリビューター取りはずし

16 ヒーターホースおよびウォーターバイパスホースNo2(エン 

ジンリヤ側)取りはずし 

17 ウォーターバイパスアウトレットおよびウォーターバイパス 

パイプNo.1取りはずし 

A05287 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-115 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

18 シリンダーヘッド取りはずし 

(1) ヘキサゴンレンチを使用して,シリンダーヘッドボルトを図の 

手順で数回に分け,均等にゆるめ,ボルト14本およびワッ 

シャー14個を取りはずす。 

(2) シリンダーヘッドおよびガスケットを取りはずす。 

U 

A06030 

10 0 2 3 7 11 13 

5# #1 #2 #3 #4 # e 

5 9 14 12 0 4 

R6821 

シリンダーヘッドガスケット取り付け

1 シリンダーヘッド取り付け 

衛生衛 ·シリンダーヘッド下面,シリンダーブロック上面の異物ある 

いはオイルなどを完全に除去する。

·シリンダーブロック上面のヘッドボルト取り付け穴内部の異 

物あるいはLLCなども完全に除去する。 

·シリンダーヘッドボルトの締め付けは以下の手順に従って行 

う。
A05030 

(1) 新品のヘッドガスケットをシリンダーブロックに取り付ける。 

(2) シリンダーヘッドをシリンダーブロックに取り付ける。 

(3) ヘッドボルトのねじ部と座面およびワッシャーに少量のエンジ 

ンオイルを塗布する。

12 6 4 2 5 9 13 (4)ヘッドボルトにワッシャーを組み付けてシリンダーヘッドに挿 

入する。#1 #2 #3 #4 #5 #6 
(5)ヘキサゴンレンチを使用して,ヘッドボルトを図の順序で数回 

14 10 6 3 7 11 
に分けて仮締め後,規定トルクで締め付ける。 

T=650kg·cm 

A02436 R6821 

ウォーターバイパスアウトレットおよびウォーターパイパス2 

パイプNo1取り付け 

(1) ウォーターバイパスパイプNo.1の両端に新品のOリングを装着 

する。

(2) ウォーターバイパスパイプNo1の一端をアウトレット側,他端 

をタイミングベルトケース側へ同時に挿入する。

(3) 新品のガスケットを介して,ウォーターバイパスアウトレット 

をボルト2本で締め付ける。 

T=65kg.cm 
A05287 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-116 
1G-FE エンジンーエンジン本体 

ヒーターホースおよびウォーターバイパスホースNo2(エン 3 

ジンリヤ側)取り付け 

4 ディストリビューター取り付け

5 オルタネーター取り付け

6 ワイヤハーネス接続

バキュームホース(ブースター用,バキュームセンサー用 7 
キャニスターパージ用)取り付け 

8 フューエルリターンホース取り付け

(1) フューエルリターンホースをフューエルパイプNo.2に取り付け 

る。

フューエルパイプNo1取り付け 9 

(1) ナットでフェーエルパイプNo1をインテークマニホールドに仮 

付けする。

(2) 新品のガスケット2枚を介して、フューエルデリバリーパイプ 

にパルセーションダンパーを取り付ける。

T=320kg-cm 

(3) ナットを規定トルクで締め付ける。 

T=180kg・cm 

10 オイルレベルゲージおよびガイド取り付け A05283 
(1) 新品のロリングを介して,オイルレベルゲージガイドおよび 

ゲージを取り付ける。

11 インテークマニホールドステーNo1およびNo2取り付け 

T=185kg.cm 

12 エキゾーストフロントパイプ取り付け 

(1)ディープソケットレンチ(14mm)を使用して,新品のガスケット 

およびナットでエキゾーストフロントパイプを取り付ける。

T=630kg.cm 

(2) ボルトでエキゾーストフロントパイプクランプNo1を取り付け 

る。

T=400kg.cm 

13カムシャフトNo1取り付け 

(「エンジン木体」-「カムシャフトNo1」参照) 

14 カムシャフトNo2取り付け ( 
(「エンジン木体」-「カムシャフトNo2」参照) 

15 タイミングベルト取り付け 

(「エンジン木体」-「タイミングベルト」参照) 

16 冷却水注入 

17 エンジンアンダーカバーNo.1およびエアタンクカバーLH 取 

り付け

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-117 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

T0026954 

クランクシャフトフロントオイルシール

脱着構成図

ラジエーターホース 1 105 T - 
エアホース (P/S アイドルアップ用) 

ファンW/カップリング ウォーターポンププーリーエアクリーナーケース

ファンシュラウドNo1 

ファンシュラウ ドNo2 
目的

クールエアインテークダクト

廿

ワイヤハーネス 9 
0ラークリップ 

0 

タイミングベルトカバール2 10 

タイミングベルトワイヤハーネスプロテクター

( 

白豆T -00 

T = 00 

0000 

タイミングベルトカバーNo4 

オイルシール

タイミングベルトガイド

クランクシャフトタイミングプーリーT = 2200 
ガスケット

タイミングベルトカバーNo1 

クランクシャフトブーリー

Vベルト (A/Cコンプレッサー用) 

Vベルト (P/Sポンプ用) 

↓ 

Vベルト(オルタネーター用) エンジンアンダーカバーNo1 

3 
エアタンクカバーLH 

●…再使用不可部品 ·締め付けトルク(kg·cm) 
A08051 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-118 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

クランクシャフトフロントオイルシール交換

1 タイミングベルト取りはずし 

(「エンジン本体」-「タイミングベルト」参照) 

2 クランクシャフトタイミングプーリー取りはずし 

(1)タイミングプーリーを手で取りはずす。 

〈参考〉 手で取りはずせない場合はウエスを介して,         ライバー 2 

本を使用して取りはずす。

A09921 

3 クランクシャフトフロントオイルシール交換

(1)カッターナイフでリップ部を切り取る。 

(2) (一)ドライバーにビニールテープを巻き付け,オイルシールをこ 
切断

じて取りはずす。

㊽ 文:湯 オイルシール取りはずし後,クランクシャフト面取り部に傷 

がないことを確認する。傷がある場合は,サンドペーパー 

(#400)で修正する。 

R1380 

(3) 新品のオイルシールのリップ部に少量のキャッスル·MPグ 

リースNo 2を塗布する。 

(4) SSTを使用して,オイルシールをオイルポンプハウジング前面 

に当たるまで打ち込む。

09635-20010または09223-00010 SST 

SST 

R1381 

4 クランクシャフトタイミングプーリー取り付け 

5 タイミングベルト取り付け 

(「エンジン木体」-「タイミングベルト」参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-119 
1G-FE エンジンーエンジン本体 

T0020906 

エンジンリヤオイルシール

脱着構成図

ン

T - 380 
●オイルシール 

ステフナープレート RH 

T = 420 

T =380 スペーサー

Y 一750 

ステフナープレートLH スペーサー

リヤエンドブレート

T -380(M10) ぞ

T =730(M12) 
スターター

ドライブプレート

T - 475 

オートマチック
トランスミッション

R1383 ・・・・・・再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) A03060 

エンジンリヤオイルシール交換

SST 1 オートマチックトランスミッション取りはずし

2 ドライブプレート取りはずし

(1) SSTを使用して,クランクシャフトを固定する。 

SST 09213-54015 0930-00021 90119-08216 

(2) ボルト6本をはずし,ドライブプレートおよびスペーサー2枚 

を取りはずす。

R2064 A03019 

3 リヤエンドプレート取りはずし

切断 4 エンジンリヤオイルシール交換

(1)カッターナイフでリップ部を切り取る。 

(2) ( )ドライバールテーブを巻き,クランクシャフトにウ 

エスを当ててオイルシールをこじて取りはずす。

教育費 オイルシール取りはずし後,クランクシャフト面取り部に傷 

切断 がないことを確認する。傷がある場合は,サンドベーバー 

(#400)で修正する。 

C2004 F9278 A05750 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-120 
1G-FEエンジンーエンジン本体 

(3) 新品のオイルシールのリップ部に少量のキャッスル・MPグ 

SST リースNo2を塗布する。 

(4) SSTを使用してオイルシールをリテーナー端面まで打ち込む。 

SST 09223-15020 09608-05010 

(5) クランクシャフトに付着したグリースを拭き取る。 

R1385 A2492 A05751 

5 ドライブプレート取り付け 

(1) SSTを使用してクランクシャフトを固定する。 

SST SST 09213-54015 09330-00021 90119-08216 

(2) ドライブレートおよびスペーサー2枚をボルト6本でクラン 

クシャフトに取り付ける。

T=750kg.cm 

6 リヤエンドプレート取り付け 

7 オートマチックトランスミッション取り付け 

R2064 A0S019 

( 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-121 
1G-FEエンジンールブリケーション 

TOD1処章白癬 

ルブリケーション

準備品

SST 

09228-07500 オイルフィルターレンチ オイルフィルター脱着用

09628-62011 ボールジョイントプラー リレーロッド取りはずし用

09816-30010 オイルブレッシャースイッチ オイルプレッシャースイッチ脱着用

ソケット

工 具 

09032-00100 オイルパンシールカッター オイルパン取りはずし用

ディープソケットレンチ(14mm) エキゾーストフロントパイプ脱着用

10203 

計 器 

OPG-210 オートマチックトランスミッションオイルプレッシャーゲージ オイルプレッシャー測定用

セット (株)バンザイ扱い 

ATG-100 (株)イヤサカ扱い 
な

(OPG-230) アダブターD オイルプレッシャー測定用

(株)バンザイ扱い 

(ATG-OP20) (株)イヤサカ扱い 

油脂·その他 

アドヘシブ1324 オイルプレッシャースイッチ塗布用

50401 

エンジンオイル 補充用

32101 

シールパッキンブラック オイルパン取り付け用

50902 

A/C コンプレッサーおよびリレーロッド吊り 針金(Φ2mm) 
52003 下げ用

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-122 
1G-FEエンジンールブリケーション 

TOO20057 

機能点検

オイルプレッシャー点検

1 エンジンオイル点検 

2 エンジンアンダーカバー取りはずし

3 インテークマニホールドステール18.1 およびNo.2 取りはずし 

4 オイルプレッシャースイッチ取りはずし 

(1) コネクターを切り離す。 

(2) SSTを使用して,オイルブレッシャースイッチを取りはずす。 

SST 09816-30010 

SST 
R1081 A03020 

5 オイルプレッシャーゲージ取り付け 

(1) アダプターを介して,オイルプレッシャーゲージを取り付ける。 

6 エンジン暖機

7 オイルプレッシャー測定

3 基準値 アイドル回転時 0.5kg/cm以上 

5600rpm時 3.2〜4.5kg/㎤ 

8 オイルプレッシャーゲージ取りはずし 

R1386 

9 オイルプレッシャースイッチ取り付け 

(1) オイルプレッシャースイッチおよびシリンダーブロックのねじ 

部を脱脂する。

(2) オイルプレッシャースイッチのねじ部にアドヘシブ1324を塗 

布し,スイッチを取り付ける。 

SST 09816-30010 

T=150kg·cm 
数 313 取り付け後,1時間以内はエンジンを始動しないで放置する。 

SST 
(3) コネクターを接続する。 R1681 A08020 

10 インテークマニホールドステーNo.1およびNo.2取り付け 

11 エンジンアンダーカバー取り付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-123 
1G-FEエンジンールブリケーション 

TGO28958 

オイルフィルター

オイルフィルター取りはずし

〈参考〉 ドから作業を行う。 

1 オイルフィルター取りはずし 

(1) SSTを使用してオイルフィルターを取りはずす。 

SST 09228-07500 

オイルフィルター取り付け

1 オイルフィルター取り付け 

(1) エンジン側の取り付け面の汚れ,異物を取り除く。 

(2) 新品のオイルフィルターのOリングに少量のエンジンオイルを 

塗布する。

(3) Oリングが取り付け面に当たるまで手で取り付ける。 

(4) Oリングが取り付け面に当たってからさらに3/4回転SSTで 
3/4 回転 

締め付ける。
R4561 

SST . 09228-07500 

(5) こぼれたオイルをウエスなどで拭き取る。 

2 オイル漏れ点検

3 オイル量確認- . 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-124 
1G-FEエンジンールブリケーション 

TOO20950 

オイルポンプ

脱着構成図

ラジエーターホースNo1 T - 165 
エアホース (P/Sアイドルアップ用) 

ファン W/カップリング 
エアクリーナーケース ウォーターポンププーリー

日

ファンシュラウドNo1 

ファンシュラウドNo2 

クールエアインテークダクト←
×
 

ワイヤハーネス 8 
ークリップ

2 

80 タイミングベルトカバール2 

ワイヤハーネスプロテクター タイミングベルト

T - 60 白

00 

B3 

タイミングベルトカバー124 

タイミングベルトガイド

T - 2200 
ガスケット

タイミングベルトカバー社 1 

( クランクシャフトブーリー

Vベルト (A/Cコンプレッサー用) 

Vベルト (P/Sポンプ用) 

↓ 
Vベルト(オルタネーター用) エンジンアンダーカバーNo1 

EP 
エアタンクカバーLH 

締め付けトルク(kg·cm) A03069 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-125 
1G-FEエンジンールブリケーション 

A/C コンプレッサープラケット 

T = 185 (M8) 
-90(M6) 

T = 475 

●0 リング 

A/Cコンプレッサー 

オイルボンプ ASSY T - 475 

T m 250 

●…再使用不可部品 締め付けトルク(kg·cm) A05261 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-126 
1G-FEエンジンールブリケーション 

オイルポンプ取りはずし

1 タイミングベルト取りはずし 

(「エンジン本体」ー「タイミングベルト」参照) 

2 A/C コンプレッサー取りはずし 

(1) ボルト4本をはずし,A/Cコンプレッサーを低高圧ホース付き 

で取りはずし,針金などで吊っておく。 

〈参考〉 低高圧ホースは切り離さない。

3 A/Cコンプレッサーブラケット取りはずし 

(1) ボルト4本およびナット1個をはずし,コンプレッサーマウン 

ティングブラケットを取りはずす。

4 オイルポンプ取りはずし 

(1) ボルト5本をはずし,オイルポンプおよびOリングを取りはず 

す。

( 

オイルポンプ取り付け

B 

1 オイルポンプ取り付け 

(1) 新品のOリングにエンジンオイルを塗布し、タイミングベルト 

ケースに取り付ける。

(2) ボルト5本で, オイルポンプを取り付ける。 

T=185kg·cm (ボルトA) 

T=90kg·cm (ボルト B) 
B 

2 A/C コンプレッサーブラケット取り付け R1388 
(1) ボルト4本およびナット1個を締め付け,コンプレッサーマウ 

ンティングブラケットを取り付ける。

T=475kg-cm 

3 A/Cコンプレッサー取り付け " 

(1) ボルト4本で,A/Cコンプレッサーを取り付ける。 

T=250kg.cm 

4 タイミングベルト取り付け 

(「エンジン本体」-「タイミングベルト」参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-127 
1G-FEエンジンールブリケーション 

10020900 

オイルパン

脱着構成図

オイルクーラーチューブ

ステアリングアイドラーブーム ASSY 

ビットマンプーム ASSY 

ステアリングリレーロッド

$ 

T - 600 2 

嵒
㉘コッタービン 

フロントフレームロッドASSY P 
T - 600 

エキゾーストパイプサポートプラケットNo1 

T -400 スチフナープレート RH ●コッタービン (1) 300 

-400 
エキゾーストフロントバイプクランプ出1 

T - 380 
オイルバン

T -300 

↓ T = 55 
ースチフナープレートLH C 

ガスケット校

T - 380 

T - 375 

★★ 

エンジンアンダーカバーNo1 

エアタンクカバーLH 

●…再使用不可部品 …締め付けトルク(kg·cm) A08059 
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6-128 
1G-FEエンジンールブリケーション 

オイルパン取りはずし

1 エンジンオイル抜き取り

2 オイルレベルゲージ取りはずし

3 エンジンアンダーカバーNo.1およびエアタンクカバーLH取 

りはずし

4 フロントフレームロッド取りはずし

5 リレーロッド切り離し 

(1) コッターピンおよびキャッスルナットを取りはずす。 

(2) SSTを使用して,リレーロッドをアイドラアームおよびピット 

マンアームから切り離す。

SST 09628-62011 

(1) 各ブーツに無理な力がかからぬように針金などで吊ってお

く。

6 エキゾーストフロントパイプクランプNo1取りはずし 
SST 7 スチフナープレートRH,LHおよびエキゾーストパイプサ 006030 

ポートブラケットNo1取りはずし 

8 オイルクーラーチューブ取りはずし

9 オイルパン取りはずし

(1)ボルト22本およびナット2個を取りはずす。 

(2) オイルパンシールカッターおよびブラスバーを使用して, オイ 

ルパンを取りはずす。

総合計画 オイルパンフランジが変形しないようゆっくり行う。

A00019 

オイルパン取り付け

1 オイルパン取り付け 

(1) オイルパン取り付け面を脱脂する。 

(2) 図の位置にシールパッキンブラックをビート状(φ3〜5)に連 

続して塗布し,5分以内にシリンダーブロックに取り付ける。 

教本文化會 ·ボルト穴周辺は内側へ塗布し,塗布切れをしない。 

シールバッキンブラック ·オイルパン取り付けの際にシールパッキンがクランクシャフ 

トなどに接触しないよう,シリンダープロックーフレーム間 
R1395 

のクリアランスを確認してから行う。

(3) ボルト22本およびナット2個を締め付ける。 

T=55kg·cm 

㊼ 000 組み付け後,2時間以内はエンジンオイルを注入しないで放 

置する。
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6-129 
1G-FEエンジンールブリケーション 

2 オイルクーラーチューブ取り付け

3 スチフナープレートRH,LHおよびエキゾーストパイプサ 

ポートブラケットNo1取り付け 

T=380kg·cm (シリンダブロック側) 

T=380kg·cm (ケース側) 

4 エキゾーストフロントパイプクランプNo1取り付け 

T=400kg・cm 

5 リレーロッド取り付け 

T=600kg·cm 

フロントフレームロッド取り付け6 

T=400kg·cm 

7 エンジンアンダーカバーNo.1およびエアタンクカバーLH取 

り付け

8 オイルレベルゲージ取り付け

9 エンジンオイル注入

フロントホイールアライメント点検10 
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6-130 
1G-FEエンジンークーリング 

T0020001 

クーリング

準備品

計器

09082-00012 トヨタエレクトリカルテスター 各部点検用

ラジエーターキャップテスターRCT-2A 水漏れ点検用

(株)バンザイ扱い 

RCT-2 (株)イヤサカ扱い 

RCT-2A-30S ラジエーターキャップテスター 水漏れ点検用

アダプターセットA (株)インザイ扱い 

RCT-2-AST (株)イヤサカ扱い 

温度計 水温点検用

21701 

油脂·その他 

トヨタ純正ロングライフクーラント 補充用

32001 

針金(φ2㎜) P/Sポンプ吊り下げ用 

52003 

TOO25002 
機能点検

冷却系統漏れ点検

(1)冷却水を満水にしてテスターを取り付ける。 

(2) 1.2kg/cm2の圧力をかけ,各部に水漏れがないことを確認する。 
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6-131 
1G-FEエンジンークーリング 

T002000J 

ウォーターポンプ

脱着構成図

ラジエーターホースNo1 T - 185 
エアホース (P/Sアイドルフップ用) 

ファン W/カップリング ウォーターポンププーリーエアクリーナーケース
3) 

ファンシュラウドNo1 

ファンシュラウドNo2 
(㎥) 

クールエアインテークダクト

8 

ワイヤハーネス 4 
ークリップ(1) 

4 

10 タイミングベルトカバーNo2 

ワイヤハーネスプロテクター タイミングベルト

T = 00 00 

100 

自
(1) 

タイミングベルトカバーNo4 

タイミングベルトガイド

T - 2200 
ガスケット

タイミングベルトカバー丸1 

クランクシャフトブーリー

Vベルト (A/Cコンプレッサー用) 

Vベルト(P/Sポンプ用) 

↓ 

Vベルト(オルタネーター用) エンジンアンダーカバール1 

2 
エアタンクカバーLH 

·締め付けトルク(kg·cm) A03058 
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6-132 
1G-FEエンジンークーリング 

P/SポンプASSY 
T -400 

目的

T = 580 

58 

T 185 ★★ 

●ガスケット 

P/Sポンプブラケット 
ーウォーターボンプ

( 
T - 195 

T = 90 (MO) 
T - 185 (M 8) 

T -400 

●…再使用不可部品 …締め付けトルク(kg·cm) 
A05283 

ウォーターポンプ取りはずし

1 タイミングベルト取りはずし 

(「エンジン木体」ー「タイミングベルト」参照) 

2 P/Sポンプ取りはずし 

(1) ホース付きで取りはずし、針金などで吊っておく。

3 P/Sポンプブラケット取りはずし 

4 ウォーターポンプ取りはずし 

(1) ボルト6本をはずし,ウォーターポンプおよびガスケットを取 

りはずす。

ウォーターポンプ取り付けB 

1 ウォーターポンプ取り付け 

(1) 新品のガスケットを介して,ボルト6本でウォーターポンプを 

タイミングベルトケースに取り付ける。

T=90kg·cm (ボルトA) 

T=185kg・cm(ボルトB) 

R2623 
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6-133 
1G-FEエンジンークーリング 

2 P/Sポンププラケット取り付け 

(1) ボルト3本およびナット2個でP/Sポンプブラケットを取り 

付ける。

T=400kg·cm(ボルトA) 

T=195kg·cm(ボルトB) 

T=185kg·cm(ナットC) 

3 P/Sポンプ取り付け 

T=400kg·cm (上側) 

T=590kg·cm(下側) 
A05461 

4 タイミングベルト取り付け 

(「エンジン木体」-「タイミングベルト」参照) 
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6-134 1G-FEエンジンークーリング 

TO028564 

サーモスタット

脱着構成図

●ガスケット 

( 
サーモスタット

ウォーターインレット

T - 55 

●…再使用不可部品 ·締め付けトルク (kg·cm) R1307 A05285 

サーモスタット取りはずし

1 冷却水抜き取り 

2 ウォーターインレット取りはずし . 

(1) ナット2個をはずし,ウォーターインレットとサーモスタット 

を取りはずす。

サーモスタット取り付けA05289 

1 ウォーターインレット取り付け 

(1) 新品のガスケットをサーモスタットに取り付ける。 
ジグル弁

(2) サーモスタットをウォーターインレットに取り付ける。 

救   圈 ジグル弁を上にして取り付ける。

(3) ナット2個でウォーターインレットをタイミングベルトケース 

に取り付ける。

T=55kg·cm 

2 冷却水注入 - 

3 冷却系統漏れ点検 A05290 

/ 
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6-135 
1G-FEエンジンーイグニッション 

TOO26285 

イグニッション

森 教授業 ·エンジン回転中バッテリーターミナルをはずさない。 

·有害なパルスが発生するような行為をしない。 

準備品

SST 

09240-00020 ワイヤゲージセット

* 

(09242-00020) ワイヤゲージ (0.2mm) エアギャップ点検用

(09242-00060) 心 ワイヤゲージ (0.6㎜) エアギャップ点検用

 器 

09082-00012 トヨタエレクトリカルテスター 各部点検用

(09083-00060) ミニテストリード ェンジンコントロールコンピューター点検用

オシロスコープ エンジンコントロールコンピューター点検用

20501 

TOQ20005 

機能点検

火花点検

(1) インジェクターのコネクターを全数切り離す。 

(2) レジスティブコードおよびスパークプラグを1本だけ取りはず 

す。

会社員数 No4〜6シリンダーはインテークエアコネクターを脱着して 

おこなう。

(3) 取りはずしたスパークプラグをレジスティブコードに取り付け, 

スパークプラグの接地電極をアースさせる。

クランキングしたとき、火花が飛ぶことを点検する。(4) 

6,314 1~2秒以上,エンジンをクランキングしない。 

(5) スパークプラグを取り付ける。 

T=180kg.cm 

(6) 他のスパークプラグも同様に(2)~(5)の作業を行う。 

(7) インジェクターのコネクターを接続する。 
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6-136 
1G-FEエンジンーイグニッション 

TOD26057 

ディストリビューター

脱着構成図

● 200 

ディストリビューター
レジスティブコード

●0 リング 

C 

合わせマーク

合わせマーク タイミングベルトカバーNo2 

( 

10 
0 

ワイヤハーネス

Dm 
6 

自由
ワイヤハーネスブロテクター

T - 65 

●…再使用不可部品 …締め付けトルク(kg·cm) 

A05252 
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6-137 
1G-FEエンジンーイグニッション 

T0020番目 

単体点検

レジスティブコード

1 抵抗点検 

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,レジスティブコー 

ドの抵抗を測定する。

限 度 25kΩ/本 

スパークプラグ

スパークプラグ取りはずし1 
2 スパークプラグ清掃,ギャップ点検 

スパークプラグ取り付け3 

T=180kg・cm 

イグニッションコイル

参道機 文中の冷間時*, 温間時*とは,イグニッションコイル本体の 

温度を表す。また,温度設定範囲を冷間時(-10〜50℃),温 

間時(50~100°C)とする。 

1 入力電圧測定

(1) イグニッションコイルの④側ターミナルを切り離す。 

(2) イグニッションスイッチをONにする。 

(3) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,(D側ターミナル↔ 

ボデーアース間の電圧を測定する。

基準値 10〜14V 

(4)イグニッションスイッチをOFFにする。 

R2085 A08012 

2 一次コイル抵抗測定 

(1) イグニッションコイルの○側ターミナルを切り離す。 

(2) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,イグニッションコ 
Q 

イルの⊕端子↔(端子間の抵抗を測定する。 1
0

 基準値 0.46〜0.71Ω(冷間時*) 

0.58~0.84Ω(温間時*) 

R2066 A08013 

3 二次コイル抵抗測定 
(1) レジスティブコードをイグニッションコイルから取りはずす。 

(2) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,イグニッションコ . 

イルの④端子⇔高圧端子間の抵抗を測定する。 

0 (3) レジスティブコードを接続する。 

基準値 10.1~17.4kΩ(冷間時) 

12.8~20.4kΩ(温間時) 

R2087 A03014 
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6-138 
1G-FEエンジンーイグニッション 

4 絶縁抵抗測定 

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,イグニッションコ 

イルの○端子↔ボデーアース間の抵抗を測定する。 6
 0

 0
 

基準値 10MΩ以上 

(2) イグニッションコイルの各ターミナルを接続する。 

A03015 

ディストリビューター

① ⑥ 劔 文中の冷間時”,温間時“とは,ピックアップコイル本体の温 

度を表す。また,温度設定範囲を冷間時(-10〜50℃)、温間 

時(50~100°C)とする。 

1 エアギャップ測定

(1)ディストリビューターキャップおよびローターを取りはずす。 

(2) シックネスゲージを使用して,Ne信号ピックアップのエア 

ギャップを測定する。

基準値 0.2~0.5mm 

基準値外の場合,ディストリビューターハウジングを交換する。 

R1399 

(3) SSTを使用して,G1およびG2信号ピックアップのエア 

ギャップを測定する。

SST 09242-00020 09242-00060 ( 
基準値 0.2~0.5mm 

基準値外の場合,ディストリビューターハウジングを交換する。 

(4)ディストリビューターキャップおよびローターを取り付ける。 

62個 G1 ( 

R1400 A03016 

2 ピックアップコイル抵抗測定

(1) トヨタエレクトリカルテスターを使用して,各端子間の抵抗を 
G2+ 61+ 

測定する。

基準値 G1+↔G1- 125~200Ω(冷間時*) 

G1++G1- 160〜235Ω(温間時) 

G1-, G2-, NE- ·NE+ G2+←G2- 125〜2000(冷間時) 

G2++G2- 160〜2350 (温間時·) 

NE++NE- 155~250Ω(冷間時) 

R5280 NE+↔NE- 190〜2900 (温間時 *) 
AO5255 
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6-139 
1G-FEエンジンーイグニッション 

イグナイター

1 入力電圧測定 

32 (1) コネクターを切り離す。 
+0 

(2) イグニッションスイッチをONにする。 

(3) ワイヤハーネス側の+B端子↔ボデーアース間の電圧を測定す 

る。

基準値 10~14V 

IS-4-1-A (4)コネクターを接続する。 
A06256 

2 イグナイター点検 

教室(森) イグナイターはIC 部品を多数内蔵しており,イグナイター単 

体による点検は困難なため,次のフローチャートに従い点検 

した結果,良否を判断する。 

3 フローチャートの見方 

·作業する項目 

…点検する項目 

不具合要因

·ワイヤハーネス系も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



6-140 
1G-FEエンジンーイグニッション 

スターターは回るがエンジンが始動しない

YES NO 
火花点検の結果は正常か 燃料系は正常か 燃料系不良

NO YES 

(※へ) 
レジスティブコードの抵抗値は正常か NO 

レジスティブコード不良
限 度 25kΩ/本 

YES 

IGスイッチ ON 時IGコイル④端子のハーネス IGスイッチ ONおよびSTART時IGスイッチコネク 
NO 

側とボデーアース間の電圧は正常か ターIG2端子の電圧は正常か 

基準値 10~14V 基準値 10~14V 

YES NO YES 

バッテリー(-)ターミ ワイヤハーネス不良(IG 

ナルをはずし,IG スイッチ↔IGコイル問お 

スイッチのコネク よびイグナイターのコネ

ターを切り離す クター↔IGコイル間) 

IGスイッチ ONお 
IGコイル④端子↔(端子間の抵抗値は正常か NO 

IG スイッチ不良 NO よびSTART時IGス 
基準値 0.46〜0.71Ω(冷間時) 

イッチのコネクター
0.58~0.84Ω(温間時) 

AM2端子⇔IG2端子 YES 
電源回路不良

YES 間で導通はあるか
☆ 

IGコイル④端子↔高圧端子間の抵抗値は正常か 
NO 

基準値 10.1~17.4kΩ(冷間時) IGコイル不良 

12.8~20.4kΩ(温間時) 

YES 

IG コイル(端子↔ボデーアースの抵抗値は正常 
NO 

か

基準値10MΩ以上 

〔YES 

ディストリビューターのコネクターを切り離す

ディストリビュータービックアップコイルの抵抗

値は正常か

基準値 G1+←G1- 125~200Ω(冷間時) 

G1++G1- 1 160~235Ω(温間時) NO 
ディストリビューター不良

125~2000(冷間時) G2+←62- 

G2++G2- 160~235Ω(温間時) 

NE+↔NE- 155~250Ω(冷間時) 

Zm+↔Zm- 190~290Ω(温間時) 

YES 

JA4789 

... 
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6-141 
1G-FEエンジンーイグニッション 

ディトリビューターエアギャップは正常か NO 
0.2〜0.5mm(NE) ディストリビューター不良基準値

0.2〜0.5mm(G1, G2) 

YES 

切り離したコネクターのハーネス側コネクター

とエンジンコントロールコンピューターのコネ

クターで下記に示す端子間で導通はあるか

ハーネス側↔コンピューター側 ワイヤハーネス不良
NO 

(ディストリビューター↔エンジンコントロールコン 
NE+↔NE 

ピューター間) 
G1+↔G1 

G2-↔G2 

NE-,G1-,G2-↔G- 

YES 

イグナイターのコネクターを切り離す

切り離したコネクターのハーネス側コネクター

とエンジンコントロールコンビューターのコネ

ワイヤハーネス不良クターで下記に示す端子間で導通はあるか NO 
(イグナイター↔エンジンコントロールコンピューター 

ハーネス側→コンピューター側 
間) 

IGT↔IGT 

IGF←→IGF 

YES 

ディストリビューターおよびイグナイターの

コネクターを接続する

オシロスコープをエンジンコントロールコン

ピューターNE端子に接続する 

エンジンをクランキングさせたときNE端子よ NO 
エンジンコントロールコンピューター不良

りバルスが発生しているか

YES 

オシロスコープをエンジンコントロールコン

ピューターG1およびG2端子に接続する 

・エンジンコントロールコンビューター不良
エンジンをクランキングさせたときG1および NO 

・エンジンコントロールコンピューターアース不良
G2端子よりパルスが発生しているか 

・エンジンコントロールコンピューター電源回路不良
YES 

JA4790 
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6-142 1G-FEエンジンーイグニッション 

オシロスコープをエンジンコントロールコン

ピューターIGT端子に接続する 

エンジンをクランキングさせたときIGT 端子よ NO 
ェジンコントロールコンピューター不良

りバルスが発生しているか

YES 

オシロスコープをエンジンコントロールコン
(※) 

ピューターIGF端子に接続する 

エンジンをクランキングさせたときIGF端子よ YES 
ェンジンコントロールコンピューター不良

りパルスが発生しているか

NO 

·イグイナイター不良 

·イグイナイターアース不良 

JA3319 

ディストリビューター

IG スイッチ (ハーネス側) (本体側) 

義塾 3 2 
NE+ NE+ 1 2 3 4' 10 $ 7 6 5 9 

AM2 IG2 G1-, 62-, NE- G2+ G1+ 
G1+ G2+ 

エンジンコントロールコンピューターイグナイター(ハーネス感) 

G2 NE IGF 

302 3 12 11 10 9 暮 7 6 5 義 3 2 7 6 5 4 3 発 1.0 

26 25 24 232221 201 191 18 1716 15 14 16 15 14 13 1 3 1 1211110 4 8 1 

IGT IGF 

IGT 61 G- 

p-10-2-B 1S-4-1-E R5280 IS-4-1-A Vd-54-2 
A06473 

: 
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6-143 
1G-FEエンジンーチャージング 

TOO26900 

チャージング

教室内容 エンジン回転中は,バッテリーターミナルをはずさない。 

準備品

計器

09082-00012 トヨタエレクトリカルテスター オルタネーター点検用

70020070 

機能点検

1 バッテリー比重点検 

基準値 1.27~1.29 (液温20°C) 

2 バッテリーターミナル点検 

3 Vリブドベルト張力・たわみ量点検 

(「エンジン調整」-「基本点検」参照) 

4 ヒューズ点検

5 配線状態点検

6 異音点検 

(1) エンジン回転リのオルタネーターからの異音のないことを確認 

する。

7 無負荷試験 (調整電圧点検) 

(1) エンジン回転数を2000rpmで保持し,バッテリー両端の電圧を 

測定する。( 

G 基準値 13.2~14.8V (10A以下時) 

8 負荷試験(出力電流点検) 

(1) 無負荷試験の状態より,ヘッドランプをハイビームに,ヒーター 

ブロワースイッチをHiにして,エンジン回転数を2000rpmに 

保持した状態でただちに電流を測定する。

基準値 30A以上 
R1402 

基準電流以下を示しても,バッテリーが完全充電状態の場合, 〈参考〉

電流が小さくなるので,負荷を増し(ワイパーモーター,リヤ 

ゥインドゥデフォッガーなどを作動させる)再度測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 



MEMO 

( 

... 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無断複製禁止 


	1G-FE Engine
	Outline of Changes
	Precautions
	Precautions for Fuel System Work

	Engine Tune-up
	Preparation
	Basic Inspection
	V-belt Tension and Deflection Adjustment
	Valve Clearance Inspection and Adjustment
	CO/HC Concentration Check
	Dashpot Inspection and Adjustment
	P/S Idle-up

	Emission Control System
	Preparation
	Air-fuel Ratio Compensation
	Air-fuel Ratio Compensation Check

	Spark Timing Control
	Ignition Timing Control Operation Check

	Deceleration Control (Fuel Cut)
	Deceleration Control Operation Check

	Catalyst Overheat Warning System
	Catalyst Overheat Warning System Operation Check

	Component Inspection
	Throttle Position Sensor
	Exhaust Temperature Sensor
	VSV (Canister Purge)
	Check Valve (Canister Purge)


	EFI System
	Preparation
	Troubleshooting (Diagnosis)
	How to Troubleshoot
	Inspection by Diagnosis (Normal Mode)
	Inspection by Diagnosis (Test Mode)

	Fuel System
	Preventing Fuel Spills
	Fuel Leak Check

	On-vehicle Inspection
	Fuel Pump Operation Check
	Fuel Pressure Check

	Pressure Regulator
	Components for Removal and Installation
	Pressure Regulator Removal
	Pressure Regulator Installation

	Injectors
	Components for Removal and Installation
	Injector Removal
	Injector Installation

	Fuel Filter
	Components for Removal and Installation
	Fuel Filter Removal
	Fuel Filter Installation

	Fuel Pump
	Components for Removal and Installation
	Components for Disassembly
	Fuel Pump Removal
	Fuel Pump Disassembly
	Fuel Pump Reassembly
	Fuel Pump Installation

	Fuel Tank
	Components for Removal and Installation
	Components for Disassembly
	Fuel Tank Removal
	Fuel Tank Disassembly
	Fuel Tank Reassembly
	Fuel Tank Installation

	Control System
	Component Locations
	Throttle Body
	Components for Removal and Disassembly
	Throttle Body Removal
	Throttle Body Inspection
	Throttle Body Disassembly
	Throttle Body Reassembly
	Throttle Body Installation

	Knock Sensor
	Components for Removal and Installation
	Knock Sensor Removal
	Knock Sensor Installation

	Engine Control Computer
	Components for Removal and Installation

	Component Inspection
	Fuel Pump
	Fuel Pump Inspection

	Injectors
	Injector Inspection

	Vacuum Sensor
	Vacuum Sensor Inspection

	Throttle Body
	Throttle Body Inspection and Adjustment

	Throttle Position Sensor
	Throttle Position Sensor Inspection

	ISC Valve
	ISC Valve Inspection

	Water Temperature Sensor
	Water Temperature Sensor Inspection

	Intake Air Temperature Sensor
	Intake Air Temperature Sensor Inspection

	EFI Main Relay
	EFI Main Relay Inspection

	Circuit Opening Relay
	Circuit Opening Relay Inspection

	Engine Control Computer
	Engine Control Computer Inspection
	Engine Computer Data


	Engine Assembly
	Preparation
	Engine Removal and Installation
	Torque Specifications
	Removal and Installation Notes

	Partial Engine
	Components for Disassembly
	Notes for Disassembly


	Engine Mechanical
	Preparation
	Timing Belt
	Components for Removal and Installation
	Timing Belt Removal
	Timing Belt Installation

	Plug Tube Gaskets
	Components for Removal and Installation
	Plug Tube Gasket Replacement

	Camshaft Oil Seal
	Components for Removal and Installation
	Camshaft Oil Seal Replacement

	Camshaft No.1
	Components for Removal and Installation
	Camshaft No.1 Removal
	Camshaft No.1 Disassembly
	Camshaft No.1 Reassembly
	Camshaft No.1 Installation

	Camshaft No.2
	Components for Removal and Installation
	Camshaft No.2 Removal
	Camshaft No.2 Installation

	Cylinder Head Gasket
	Components for Removal and Installation
	Cylinder Head Gasket Removal
	Cylinder Head Gasket Installation

	Crankshaft Front Oil Seal
	Components for Removal and Installation
	Crankshaft Front Oil Seal Replacement

	Engine Rear Oil Seal
	Components for Removal and Installation
	Engine Rear Oil Seal Replacement


	Lubrication
	Preparation
	On-vehicle Inspection
	Oil Pressure Check

	Oil Filter
	Oil Filter Removal
	Oil Filter Installation

	Oil Pump
	Components for Removal and Installation
	Oil Pump Removal
	Oil Pump Installation

	Oil Pan
	Components for Removal and Installation
	Oil Pan Removal
	Oil Pan Installation


	Cooling
	Preparation
	On-vehicle Inspection
	Cooling System Leak Check

	Water Pump
	Components for Removal and Installation
	Water Pump Removal
	Water Pump Installation

	Thermostat
	Components for Removal and Installation
	Thermostat Removal
	Thermostat Installation


	Ignition
	Preparation
	On-vehicle Inspection
	Spark Test

	Distributor
	Components for Removal and Installation

	Component Inspection
	High-tension Cords
	Spark Plugs
	Ignition Coil
	Distributor
	Igniter


	Charging
	Preparation
	On-vehicle Inspection



